
低
三
円
ま
で
で
貸
与
さ
れ
た
。

当
時
の
市
内
借
家
の
家
賃
は
、

一
般
的
に
市
営
の
住
宅
に
比
べ
て
高
く
、
そ
の
た
め
に
市
営
住
宅
を
希
望
す
る
も
の
は
多
か

っ
た
。

前
記
七

一
戸
の
市
営
住
宅
で
は
、
と
て
も
市
民
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
奈
良
市

で
は
住
宅
組
合
の
設
立

あ

つ
せ
ん

を
斡
旋
、
組
合
組
織
に
よ
り
低
利
資
金
の
融
通
を
う
け
て
住
宅
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
対
し
て
、
市
が
そ
の
計
画
を
助
成
し
、

大
正
十
五
年

(一九三
ハ)
に
は
、
二
つ
の
住
宅
組
合
が
許
可
、
翌
昭
和
二
年
に
は
平
和
住
宅
組
合

・
昭
和
住
宅
組
合
が
設
立
認
可
を
得
た
。

前
者
は
組
合
員

一
〇
人
に
二
万
円
を
、
後
者
は
組
合
員
七
人
に
対
し
て

一
万
五
〇
〇
〇
円
の
低
利
資
金
融
資
を
う
け

て
住
宅
を
建
設
し

た
。
昭
和
六
年

(一九≫ll>
末
に
は
こ
れ
ら
住
宅
組
織
は
総
数

=
二
に
達
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
昭
和
二
年

(一九二七)
十

一
月

一
日
か
ら
、
市
役
所
内
に
お
い
て
法
律
相
談
事
務
が
始
め
ら
れ
た
。
毎
週
水
曜
日
午
後
、

職
員
と
し
て
専
任

一
人
、
顧
問
三
人
を
お
き
、
無
料
法
律
相
談
を
行

っ
た
。
同
十
月
、
奈
良
県
方
面
委
員
制
度
実
施

に
と
も
な
い
、
奈

良
市
で
も
十

一
月
、
方
面
委
員

一
四
人
を
嘱
託
し
、
事
務
所
を
市
役
所
産
業
課
に
お
き
、
毎
月

一
回
委
員
会
を
開
き
、
か

つ
事
業
資
金

の
募
集
に
努
め
て
、
困
窮
者

の
救
済

に
努
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
翌
三
年
二
月
に
は
川
上
町
に
託
児
所
を
開
設
し
た
。
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。
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こ
と
わ
る
ま
で
も
な
く
大
軌
は
、
奈
良
県
で
の
最
初
の
電
鉄
で
あ

っ
た
が
、
電
鉄

の
計
画
は
す
で
に
早
く
明
治
二
十
二
年

(
天
八九
)

に
あ

っ
た
。
恒
岡
直
史
ほ
か
四
人
が
、
奈
良
～
桜
井
～
初
瀬
、
高
田
～
御
所
～
五
條
、
葛

(現
御
所
市
)
～
大
淀
の
三
路

線
を
計
画
、
奈
良

県
知
事
に
出
願
し
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
出
願
は
、
「本
邦

二
於
テ
ハ
未
経
験
ノ
事
業
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
其
利
害
得
失

ヲ
調
査

ス
ル

ノ
途
無
之
候
」
と
し
て
し
り
ぞ
け
ら
れ
、
恒
岡
ら
の
政
府

へ
の
上
申
要
望
も

「詮
議

二
及
ビ
難

シ
」
と
却
下
さ
れ
て
、
計
画
は
日
の
目

を
見
る
こ
と
な
く
消
え
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
は
、
大
阪
鉄
道
の
建
設
が
す
す
ん
で
い
た
も
の
の
、
ま
だ
、
奈
良
盆
地
内
に
蒸
気
車

さ
え
走

っ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
、
出
願
が
早
期
で
あ
り
す
ぎ
た
の
だ
ろ
う
。

わ
が
国
で
電
車
営
業
が
は
じ
ま

っ
た
の
は
、
明
治
二
十
八
年

(
天
九
五)
の
京
都
電
気
鉄
道

(椋
郁
肺
鐔
)
か
ら
で
あ
る
。

日
露
戦
争
後
、
水
力
発
電
事
業
の
発
展
も
あ

っ
て
電
鉄
企
業
熱
が
高
ま
り
、
大
都
市
相
互
や
大
都
市
と
地
方
都
市
を
結
ぶ
私
鉄
の
計

画
が
相

つ
ぐ
よ
う
に
な

っ
た
。
と
う
ぜ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、
大
阪
と
奈
良

の
間
に
電
車
を
走
ら
せ
る
計
画
も
浮
上
し
、
明
治
三
十
九
年

に
な
る
と
相
前
後
し
て
、

つ
ぎ
の
三
鉄
道
が
出
願
し
て
い
る
。

A
、
土
居
通
夫
ほ
か

一
三
人

(大
阪
府
・市
の
有
力

者
や
代
議
士
の
団
体
)
の
出
願

予
定
路
線
は
大
阪
上
本
町
六
丁
目
か
ら
東
へ
今
里
～
高
井
田
～
御
厨
～
菱
屋
～
吉
田

(臓
棘
大
)
～
菜
畑

(糊
碓
)
～
富
雄
三
碓
～
伏
見
宝
来

～
尼
ケ
辻
～
奈
良
市
三
条
町
二
四
番
地

B
、
朝
田
喜
三
郎

・
竹
内
綱
ほ
か
二
九
人

(京
釜
鉄
道
発
起
人
や

奈
良
市
在
住
有
力
者
)
の
出
願

予
定
路
線
は
三
条
通
り
菊
水
楼
前
を
起
点
に
大
阪
街
道
を
西
に
す
す
み
、
生
駒
山
北
方
を
ま
わ
り
、
大
阪
府
中
河
内
郡
中
垣
内
村

(現
大
東
市
)、

東
成
郡
今
福
村

(現
城
東
区
)
～
中
野
村

(嬲
鴎
)
～
淀
川
を
渡
り
曽
根
崎
村

(噸
北
)
～
院
線
梅
田
停
車
場
前

資
本
金

一
八
〇
万
円

仮
称
阪
良

電
鉄

C
、
石
川
市
兵
衛
ほ
か
一
〇
人

(大
阪
南
区
有
力
者
や

沿
道
地
主
の
一同

)
の
出
願
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予
定
路
線
は
大
阪
城
東
線

(現
環
状
線
)、
玉
造
踏
切
を
起
点
～
今
里
～
高
井
田
～
御
厨
～
菱
屋
～
松
原
か
ら
南
下
～
瓢
箪
山
～
河
内
四
条
村
か
ら

東
へ
鳴
川
越
は
ト
ン
ネ
ル
で
鳴
川
千
光
寺
前
か
ら
生
駒
川
へ
出
て
北
行
し
、
菜
畑
～
富
雄
砂
茶
屋
～
県
道
を
東
へ
～
奈
良
市
三
条
町
二
四
番
地

資
本
金

一
〇
〇
万
円

仮
称
奈
良
電
気
鉄
道

い
ず
れ
も
、
そ
の
路
線
の
う
ち
府
道

・
県
道

・
里
道
を
利
用
す
る
部
分
が
約
三
分
の

一
ほ
ど
あ

っ
て
、
路
面
電
車

の
色
あ
い
の
濃

い

も

の
だ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
た
が
い
に
似
か
よ
っ
た
競
争
線
で
あ

っ
た
の
で
、
申
請
を
う
け
た
大
阪

・
奈
良
両
府

あ

つ
せ
ん

県
当
局
の
斡
旋

で
、
同
年
十

一
月
二
十
八
日
に
三
社
の
合
併
が
実
現
、
十
二
月
五
日
に
は
、
奈
良
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
名
で
、
大
阪

市
南
区
上
本
町
六
丁
目

一
五
四
番
地
か
ら
奈
良
市
三
条
町
二
四
番
地

(関
西
鉄
道
三
条

踏
切
の
西
側

)
ま
で
の
電
気
鉄
道
敷
設
特
許
申
藷
書
を
提
出
し
た
。

発
起
人
は
、

こ
の
と
き

一
〇
五
人

(大
阪
七
一、
東
京
一六
、
奈
良
六
、
京
都
四
、
名
古
屋
二
、

北
海
道
・茨
城
・埼
玉
・神
奈
川
・石
川
・神
戸
各
一

)
で
、
資
本
金
は
三
〇
〇
万
円
で
あ

っ
た

(幽
鯨
粮
環
行
)。

こ
の
出
願
は
翌
四
十
年
に
許
可

(原
敬
内
務

大
臣
認
可
)
さ
れ
た
が
、
日
露
戦
争
後
の
不
況
の
た
め
に
計
画
は
順
調
に
す
す
ま
ず
、
会
社

の
創
立

は
同
四
十
三
年

(一九
δ
)
ま
で
、
も
ち
こ
さ
れ
た

(黏
齣
輔
避
漱
蹶
鮒
齣
潴
鱒
"
)。
同
年
九
月

に
な

っ
て
、
会
社
設
立
登
記
を
す
ま
せ
、
社
名

を
大
阪
電
気
軌
道
株
式
会
社
と
あ
ら
た
め
て
、
よ
う
や
く
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

っ
た
。

路
線
を
き
め
る
う
え
で
、
最
大
の
課
題
は
、
生
駒
山
地
の
ど
こ
を
ど
う
い
う
方
法
で
こ
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

難
航
す
る
路
線

た
。
さ
き
に
の
べ
た
明
治
三
十
九
年

(一九〇六)
の
三

つ
の
出
願
計
画
に
よ
る
と
、
④
は
暗
峠
を

「
鋼
索
釣
瓶
式
」

で
こ
え
る

(ケ
ー
ブ
ル
カ
i
方
式
、

保
護
車
を
つ
け
る

)
。
⑧
は
生
駒
山
を
大
き
く
北
に
ま
わ

っ
て
こ
え
る
。
◎
は
四
条
村

(鬮
蔽
大
)
か
ら
鳴

川

(欟
畔
)

ヘ
ト

ン

ネ

ル
で
ぬ
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
ほ
か
に
も
二
～
三
の
案
が
あ
り
、
大
軌
で
は
検
討
を
重
ね
た
す
え
、
い
っ
た
ん
は
④
の
暗
峠
越

え

に
落
ち

つ
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
会
社
の
技
術
陣
は
生
駒
山
に
ト
ン
ネ
ル
を
開
削
す
る
こ
と
を
熱
望
し
た
。
当
時
と
し
て
は
た
い
へ
ん

な
難
工
事
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
実
現
で
き
れ
ば
暗
峠
こ
え
よ
り
は
、
は
る
か
に
速
く
奈
良
と
大
阪
を
結

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

岩
下
社
長
の
勇
断
に
よ

っ
て
、
最
終
的
に
生
駒
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
工
事
に
挑
む
こ
と
が
決
定
し
た
。
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大
軌
で
は
、
将
来

の
た
め
に
、
生
駒
ト
ン
ネ
ル
を
ふ
く
め
全
線
を
複
線
に
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
大
阪
府
側
の
予
定
路
線
の
用
地

買
収
は
、
地
主
の
積
極
的
な
協
力
が
あ

っ
て
順
調
に
す
す
ん
だ
。
大
軌
の
計
画
ど
お
り
、
上
六
か
ら
東

へ
ま

っ
す
ぐ

に
生
駒
山
地
西
麓

ま

で
の
路
線
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
奈
良
県
側
で
は
用
地
の
買
収
は
難
航
し
た
。
は
じ
め
会
社
で
は
、
生
駒
か
ら
富
雄
の
砂
茶
屋
を
経

て
宝
来

へ
い
た

り
、
さ
ら
に
、
尼
ケ
辻
か
ら
三
条
通
り
へ
出
る
路
線
を
計
画
し
て
い
た
が
、
富
雄
中
町
の
地
主
が
用
地
の
買
収
に
応
じ
な
い
た
め
に
、

み
つ
が
ら
す

に
み
よ
う

北
方

へ
路
線
を
変
更
し
た
。
と
こ
ろ
が
三
碓
の
地
主
も
二
名
の
地
主
も
用
地
の
提
供
を
拒
否
し
た
か
ら
、

や
む
な

く
三
碓
領
と
二
名

領

の
境
界
線
の
と
こ
ろ
を
双
方
か
ら
わ
ず
か
ず

つ
譲
り
う
け
、
よ
う
や
く
路
線
と
駅
舎
の
用
地
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

い
ま

の
富
雄
駅
あ
た
り
の
こ
と
で
あ
る

(旧
富
雄
駅
は
高

架
で
な
か
っ
た
)。
宝
来
や
菅
原
の
地
主
も
用
地
の
買
収
に
反
対
す
る
し
、
佐
紀

に
駅
を
設
け
よ
う
と

す

る
と
、
駅
が
で
き
る
と
風
紀
が
悪
く
な
る
と
い
っ
て
こ
れ
ま
た
強
い
反
対
が
あ
り
、
路
線
や
駅
の
確
定

に
手
間
ど

っ
た
。

そ
の
う
ち
、
仲
に
立

つ
人
が
あ

っ
て
西
大
寺
近
辺
で
路
線
や
駅
の
用
地
が
確
保

で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
。
西
大
寺

に
駅
が
で
き
る
こ

と
が
わ
か
る
と
、

一
反
三
〇
円
く
ら
い
の
地
価
が
、

一
坪

一
円
余
り
に
急
騰
し
た
。
そ
の
う
え
、

い
ま
の
あ
や
め
池
遊
園
地
あ
た
り
の

土
地
も
あ
わ
せ
て
で
な
い
と
、
路
線
用
地
の
買
収
に
応
じ
な
い
と
い
う
難
題
も
出
さ
れ
て
き
た

(
『伏
見

町
史
』
)
。
資
本
金
不
足
に
悩
ん
で
い

た
会
社
に
と

っ
て
は
ま
こ
と
に
つ
ら
い
こ
と
で
は
あ

っ
た
が
、
泣
く
泣
く
こ
れ
を
う
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

西
大
寺
駅
か
ら
奈
良

へ
の
路
線
に
も
問
題
が
あ

っ
た
。
西
大
寺
か
ら
真

っ
す
ぐ
に
東
進
す
る
と
、
平
城
宮
跡
の
大
極
殿
跡
に
ひ
っ
か

か

る
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
、
大
極
殿
跡
が
発
見
さ
れ
、
宮
跡
の
保
存
運
動
も
は
じ
ま

っ
て
い
た
。
大
極
殿
跡
を
南

へ
大
き
く
カ
ー
ブ

し

て
奈
良

へ
入
る
こ
と
で
、
ど
う
や
ら
こ
の
問
題
も
解
決
を
み
た
。

工
事
は
比
較
的
順
調
に
す
す
ん
だ
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
生
駒
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
が
難
工
事
で
あ

っ
た
。
全
長
三

三
八
〇
材
、
当
時
の
私
鉄
で
は
日
本

一
長

い
ト
ン
ネ
ル
を
、
広
軌
複
線
で
通
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
い

生
駒
ト
ン
ネ
ル

の

落

盤

事

故
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く

つ
も
断
層
が
あ

っ
て
岩
盤
は
不
安
定
で
あ

っ
た
。
大
林
組
が
義
侠
的
に
こ
の
工
事
を
請
け
負
い
、
明
治
四
十
四
年

(
一九
二
)
七
月

に

着

工
し
た
が
、
予
期
以
上
の
難
工
事
で
資
本
金
三
〇
〇
万
円
の
う
ち
二
五
〇
万
円
を

つ
ぎ
こ
ん
で
も
な
お
完
成
し
な
か

っ
た
。

そ
の
資
金
繰
り
に
悩
ん
で
い
る
と
き
の
大
正
二
年

(
一九
1≫D

1
月
二
十
六
日
、
落
盤
事
故
が
お
こ
っ
た
。
午
後
三
時
三
〇
分
ご
ろ
、

ト

ン
ネ
ル
の
奈
良
側
入

口
か
ら
約
六
町
余

(約
六
五

五
赭
余
)

入

っ
た
工
事
現
場

で
、
岩
盤
が
大
き
く
崩
壊
し
た
の
で
あ

る
。

一
五
三
人

(
一四
八
人
と

も
伝
え
る

)
が
坑
内
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
、
救
出
に
向
か

っ
た
決
死

の
救
助
隊
も
再
度
の
落
盤

で
閉
じ
こ
あ
ら
れ
る
と
い
う
大
事
故
に
な

っ

た
。
懸
命
の
救
出
作
業
が

つ
づ
け
ら
れ
た
が
、
二
十
八
日
午
後
に
な

っ
て
、

一
九
人

(『大
林
組
八
十
年
史
』
で
は
二
〇
人
『大
阪
朝
日
新
聞
』

は
二
三
人
『大
阪
毎
日
新
聞
』
は
一八
人
と
し
て
い
る
)
の
死
亡

が
確
認
さ
れ
た
。
同
日
付
の
各
新
聞
は
、
い
ず
れ
も
ト

ッ
プ
記
事
で
こ
の
大
惨
事
を
報
じ
た
。
な
お
、
生
駒
ト
ン
ネ

ル
工
事
に
朝
鮮
人

労

働
者

の
就
労
が
み
ら
れ
る
が
、
犠
牲
者
の
う
ち
の
何
人
か
が
朝
鮮
人
労
働
者
で
あ

っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

こ
れ
で
、
大
軌

の
株
は
暴
落
、
「会
社
は
解
散
か
」
と
報
道
さ
れ
た
り
し
た
。
会
社

で
は
苦
境
を
切
り
ぬ
け
る
た

め
に
、
新
し
く
四

〇
〇
万
円
の
資
金
を
募
集
し
て
危
機
を
の
り
き
る
こ
と
が
で
き
た
。
翌
三
年
四
月
十
八
日
、
生
駒
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
。
着
工
以
来

二
年

一
〇
か
月
、
工
費
三
二

一
万
円
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
だ
け
で
資
本
金
を
二

一
万
円
も
オ
ー
バ
ー
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
ほ
か
に
も
こ
ん
な
問
題
が
あ

っ
た
。
大
正
二
年
の
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
こ
と
、
西
大
寺
東
方
付
近
の
線
路
敷
の

土
台
作
り
に
、
瓢
箪
山
古
墳
や
そ
の
付
近
か
ら
ト

ロ
ッ
コ
線
を
引
い
て
土
砂
を
採
取
し
た

(
『奈
良
新
聞
』
大
正

二
年
六
月
十
四
日
付
)。
瓢
箪
山
古
墳

の
前
方
部

西
側
が
半
分
以
上
こ
わ
さ
れ
た
の
は
そ
の
た
あ
で
あ
る

(『奈
良
市
史

考
古
編

』)
。
い
ま
で
は
と
う
て
い
許
さ
れ
な
い
話
で
あ
る
。
ま
た
、
路
線
が

佐
保
川
を
こ
え
る
あ
た
り

(現
市
役
所

東
北
方

)

の
土
盛
り
で
、
横
断
道
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
六
尺

(躪
距
.)
も
高
く
な

っ
て
、
北
新

(獺
眦
)
と

法
華
寺
の
往
来
が
不
便
に
な
る
う
え
悪
水
も
た
ま
る
と
い
う
の
で
、
北
新
や
法
華
寺
の
ほ
か
佐
紀

・
山
陵

・
歌
姫
の
代
表
者
が
、
せ
め

て
二
尺
分

(約
○
・

六
毓

)
切
り
下
げ
て
ほ
し
い
と
、
都
跡
村
長
を
通
じ
て
県
知
事
に
陳
情
し
た
こ
と
も
あ

っ
た

(鑼

輳
罐

料
」)
。
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と
こ
ろ
で
、
大
軌
は
、
奈
良
の
終
点
を
三
条
町
二
四
番
地
と
し
て
免
許
を
う
け
て
い
た
が
、
近

く
に
農
事
試
験
場

や
ガ
ス
会
社
が
あ

っ
て
こ
こ
に
駅
を

つ
く
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
大
正
元
年

(一九
三
)
十
月
、
今
辻
子
町

三
条
通
り
角

へ
の
変
更
を
申
請
、
翌
二
年
二
月
に
そ
の
認
可
を
得
た
。
ほ
ど
な
く
、
大
軌
は
さ
ら
に
東

に
乗
り
入
れ
東
向
中
町
が
終
点

に
な
り
そ
う
だ
、
県
も
市
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
と
い
う
う
わ
さ
が
流
れ
、

こ
れ
を
あ
ぐ

っ
て
賛
否
両
論
が
お
こ
っ
た
。
反
対
派
は
、

東
向
乗
り
入
れ
に
な
る
と
、
三
条
通
り
が
さ
び
れ
る
ば
か
り
か
公
園
の
風
致
を
損
な
い
俗
化
を
ま
ね
く
と
し
、
賛
成
派
は
、
た
だ
で
さ

え
狭
い
三
条
通
り
に
駅
を

つ
く
る
の
は
危
険
で
あ
り
、
公
園
に
近
い
方
が
観
光
客

の
利
便
が
大
き
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
地
元
の
新
聞

も
両
派
に
分
か
れ
て
論
陣
を
は
っ
た
。
奈
良
新
聞
は
反
対
、
奈
良
朝
報
と
新
大
和
は
賛
成

の
側

に
立

っ
た
。

た
ま
た
ま
、
こ
の
年
の
四
月

一
日
と
二
日
に
、
市
会
議
員
の
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
ろ
は
、
等
級
選
挙

(第
二
章

第
二
節
)
の
た

め
有
権
者
は
二
〇

一
八
人
、
全
人
口
の
五

・
三
鮃
に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、
大
軌

の
東
向
乗
り
入
れ
問
題
が
選
挙

の
大
き
な
争
点
と
な

っ

た
。
半
数
改
選
が
全
員
改
選
と
な
り
連
記
か
ら
単
記
投
票
に
か
わ

っ
て
最
初

の
選
挙

で
あ

っ
た
が

(第
三
章
第

一節
1
)
、

選
挙

の
結
果

は
、
再

選

一
六
人
、
返
り
咲
き
三
人
、
新
人

一
一
人
で
、
新
議
員
三
〇
人
の
う
ち
、
賛
成
派

一
三
人
、
反
対
派

=
二
人
、
中
立
四
人

の
結
果
と

な

っ
た
。
四
月
十
目
初
市
会
が
開
か
れ
た
が
、
電
車
乗
り
入
れ
問
題
が
か
ら
ん
で
正
副
議
長
と
市
参
事
会
員
の
選
任

が
難
航
し
た
。
深

夜

に
な

っ
て
落
着
し
た
が
、
正
副
議
会
の
ほ
か
参
事
会
員
六
人
の
う
ち
四
人
ま
で
を
、
賛
成
派
が
占
め
た
。

六
月
を
迎
え
て
、
さ
き
の
う
わ
さ
が
に
わ
か
に
現
実
味
を
も

っ
て
き
た
。
四
日
、
大
軌
は
東
向
中
町
と
北
町
の
中
間
に
停
車
場
を

つ

く

る
た
め
、
油
阪
か
ら
の
測
量
を
市
に
願
い
出
た
。

つ
い
で
、
翌
三
年
秋

の
大
正
天
皇

の
即
位
式
典
の
準
備
協
議
会

で
、
県
市
当
局
も

こ
れ
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
記
念
事
業

の

一
つ
と
し
て

一
〇
間

(
一八
・

一八
厨
)
道
路
の
建
設
を
取
り
あ
げ
た
が
、
三
条

通

り
の
拡
幅
は
無
理
だ
し
資
金
も
な
い
、
大
軌
の
東
向

へ
の
乗
り
入
れ
を
す
す
め
、
油
阪
か
ら
の
道
路
の
拡
幅
を
は
か
ろ
う
と
い
う
の

が
、
そ
の
算
段
で
あ

っ
た
。
当
時
、
京
阪
電
車
の
分
岐
線

(宇
治
か
ら
と
も
八
幡
か
ら
と
も

い
ろ
い
ろ
う
わ
さ
が
あ
っ
た

)
が
雲
井
阪
ま
で
く
る
と
の
話
が
あ
り
、
そ
れ
な
ら

東

向

乗

り

入

れ

問

題
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将
来
、
こ
れ
に
接
続
す
る
う
え
で
も
、
大
軌
の
東
向
乗
り
入
れ
が
望
ま
し
い
と
の
こ
と
も
あ

っ
た
ら
し
い
。

六
月
二
十
四
日
に
は
、
大
軌
の
幹
部
が
折
原
知
事
を
訪
問
し
て
東
向
乗
り
入
れ
に

つ
い
て
協
議
し
た
。
こ
れ
に
西
庄
奈
良
市
長

・
県

内
務
部
長
も
同
席
し
た
が
、
翌
日
、
内
務
部
長
は
改
め
て
市
長

・
市
会
副
議
長

・
市
参
事
会
員

・
実
業
協
会
幹
部
を
県
庁
に
よ
ん
で
奈

良
市
側
の
意
見
を
求
め
た
。
市
側
は
即
答
を
避
け
、
後
日
に
回
答
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
県
当
局
は
大
筋
の
と
こ
ろ
東
向
乗
り
入
れ
に

つ
い
て
了
解
を
得
ら
れ
た
も
の
と
の
判
断
し
た
。

こ
れ
を
う
け
て
大
軌
は
、
二
十
六
日
、
東
向
北

・
中
町
へ
の
線
路
変
更
の
申
請
書
を

県

に
提
出
し
た
の
で
あ

っ
た
。

六
月
二
十
八
日
に
開
か
れ
た
定
例
市
会
で
は
、
冒
頭
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
が
出
た
。
乗
り
入
れ
反
対
の
議
員
が
こ
れ
ま
で
の

経
過
と
東
向
乗
り
入
れ
の
理
由
の
説
明
を
求
め
て
市
長
を
追
及
し
、
別
の

一
人
が
こ
の
問
題
に

つ
い
て
市
是
調
査
会

と
議
員
協
議
会
の

開
催
を
求
め
て
緊
急
動
議
を
提
出
し
た
。
そ
の
う
え
、
休
憩
の
動
議
も
出
て
も
め
た
が
、
議
長
権
限
で
休
憩
の
あ
と
、
こ
の
日
の
議
案

(収
入
役
推
薦
、

市
役
所
改
案
)

の
審
議
終
了
後

に
動
議
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
で
話
が
つ
い
た

(鬮
磯
鰓
嫐
砠
盤
鼡
ユ
鰯
ガ
紕
瑚
駐
畑
糠
鴛
彫
弑
)。

市
民
の
関
心
も
高
ま
る
い
っ
ぽ
う
、
両
派
に
分
か
れ
て
世
論
が
沸
き
た

っ
た
。
三
条
通
り
や
餅
飯
殿
の
人
た
ち
が
、
町
が
さ
び
れ
る

と
し
て
反
対
派
に
ま
わ
り
、
東
向
や
北
部
の
市
民
が
賛
成
派
に
な

っ
た
。
七
月
五
日
、
尾
花
座
で
奈
良
新
聞
主
催
の

「市
民
大
会

・
乗

入
反
対
演
説
会
」
が
開
か
れ
た
。
反
対
派
市
議
九
人
が
出
席
、
司
会
や
反
対
決
議
の
議
長
を

つ
と
め
て
大
会
を
取
り
し
き
る
と
と
も
に
、

こ
も
ご
も
立

っ
て
演
説
を

つ
づ
け
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
賛
成
派
も
同
じ
日
、
大
豆
山
町
の
満
月
会
事
務
所

で
、
賛
成
市
民
大

会
を
開
き
、
賛
成
派
の
市
議
三
人
と
代
議
士
が
演
壇
に
立

っ
た
。
大
仏
前
ま
で
電
車
を
乗
り
入
れ
よ
う
と
い
う
意
見
ま
で
出
た
と
い
う
。

大
正
二
年

(一九
1>>l>
七
月
十
二
日
に
、
臨
時
市
会
を
開
い
て
、
電
車
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
の
奈
良
県
知
事

の
諮
問

に

つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
定
刻
に
な

っ
て
も
議
員
は
集
ま
ら
ず
、
は
じ
め
か
ら
波
瀾
ふ

く
み
で
あ

っ
た
。
乗
り
入
れ
賛
成
派
の
市
議
が
菊
水
楼
で
、
反
対
派
の
市
議
が
釜
屋

(今
御
門
町
)
を
根
城
に
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
密
議
を

こ

奈

良

市

会

で

乗
り
入
れ
否
決
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ら
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
議
事
堂
周
辺
に
は
警
官
が
出
て
警
戒
に
あ
た

っ
た
。

午
後

一
時
四
〇
分
、
賛
成
派
市
議

一
四
人
が

一
団
と
な

っ
て
議
事
堂
休
憩
室
に
入
り
、
二
時

一
〇
分

に
反
対
派
市
議

一
五
人
が
議
場

に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
は
じ
め
両
派
と
も

=
二
人
で
あ

っ
た
が
、
双
方
と
も
中
立
派
を
抱
き
こ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
反
対
派

の

一
人

は
欠
席
で
あ

っ
た

(最
年
長
者
で
賛
成
派
の
執
拗
な
誘
い
か
け
に

嫌
気
が
さ
し
て
欠
席
し
た
と
伝
え
て
い
る

)。
二
時
四
〇
分
に
開
会
と
な

っ
た
が
、
議
案
の
配
布
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
、
吉

川
議
長
が

「本
諮
問

二
対
シ
各
自
ノ
意
見
ヲ
討
議

二
付
ス
ベ
キ
ノ
処
、
重
要
問
題
ナ
ル
ヲ
以
テ
議
案
熟
読

ノ
為

メ
、
本
日

ハ
之

レ
ニ
テ

散
会
」
と
宣
し
た
。
傍
聴
席
も
ふ
く
め
て
議
場
は
い
ち
じ
騒
然
と
な

っ
た
が
、
議
長
が
退
場
し
て
は
な
す
す
べ
も
な
く
、
両
派

の
議
員

と
も
相

つ
い
で
退
場
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
城
に
戻

っ
た
。
そ
の
あ
と
市
長
が
賛
成
派
の
菊
水
楼
に
赴
き
、
吉
川
議
長
と
善
後
策

に
つ
い
て

密
談
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、
こ
の
議
案
熟
読
の
た
あ
の
散
会
は
、
賛
成
派
幹
部
に
よ

っ
て
仕
組
ま
れ
た
作
戦
だ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

議
案
と
な

っ
た
知
事
の
諮
問
案
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

っ
た

(
「奈
良
県
行
政
資
料
」、
『奈
良
新

聞
』
大
正
二
年
七
月
十
三
日
付

)。

軌
道
敷
設
に
関
す
る
諮
問
案

平
城
電
気
軌
道
株
式
会
社
発
起
人
及
大
阪
電
軌
株
式
会
社
出
願
に
係
る
左
記
線
路
敷
設
に
関
し
、
本
県
知
事
の
諮
問
に
よ
り
市
制
第
四
十
七
条

に
依
り
意
見
答
申
す
る
も
の
と
す

大
正
二
年
七
月
十
二
日
提
出

平
城
軌
道
線
路

奈
良
市
油
阪
町
三
綱
田
五
十
八
番
地
よ
り
、
高
天

・
西
御
門

・
登
大
路
町
を
経
て
春
日
野
町
字
春
日
山
百
五
十
八
番
地
よ
り
、
水
谷
川
に
沿
ひ

東
進
字
嫩
草
山
百
五
十
七
番
地
に
至
る

大
阪
軌
道
線
路
変
更

(特
許
線
路
)

奈
良
市
今
辻
子
町
四
十
四
番
地
の
一
、
四
十
七
番
地
の
一
よ
り
、
大
阪
府
東
成
郡
小
路
村
大
字
片
江
字
東
の
川
四
十
二
番
地
に
至
る
新
設
軌
道
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(変
更
線
路
)

奈
良
市
東
向
町
三
十
番
地
、
三
十

一
番
地
、
三
十
二
番
地
よ
り
、
全
市
西
御
門
町
二
十
一
番
地
に
至
る
新
設
軌
道

奈
良
市
西
御
門
町
二
十

一
番
地
よ
り
、
油
阪
町
四
百
四
十
二
番
地
に
至
る
里
道
、
奈
良
市
油
阪
町
四
百
四
十
三
番
地
よ
り
、
大
阪
府
東
成
郡
小
路

村
大
字
片
江
字
東
の
川
四
十
三
番
地
に
至
る
新
設
軌
道

は
じ
め
に
み
え
る
平
城
電
気
軌
道
は
、
王
寺
～
小
泉
～
郡
山
～
西
大
寺
～
三
条
駅
を

つ
な
ぐ
計
画
を
も
ち
、
奈
良
市
内
の
油
阪
～
若

草
山
間
に
も
路
面
電
車
を
走
ら
せ
よ
う
と
し
て
出
願
し
た
も
の
で
あ

っ
た

(
こ
れ
に
も
賛
成
の
議
論
が
あ
っ
た
が
、
公
園
内
を
電
車
が
、

走
る
こ
と
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
否
定
的
で
あ
っ
た

)
。

こ
れ
に
は
県

も
消
極
的
だ

っ
た
の
か
、
し
ば
ら
く
棚
あ
げ
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
た
が
、
大
軌
の
乗
り
入
れ
問
題
と
の
か
か
わ
り
で
、
い

っ
し
ょ
に
諮

問
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
「
議
案
熟
読
」

の
た
め
散
会
と
な

っ
た
市
会
は
、
日
曜
日
に
か
か
わ
ら
ず
、
翌
十
三
日
午
後
三
時
か
ら
再
開
さ
れ
る

こ
と
に

な

っ
て
い
た
。
前
日
同
様
、
議
事
堂
周
辺
に
は
警
官
が
配
置
さ
れ
て
不
測
の
事
態
に
備
え
て
い
た
。
午
後
三
時
の
開
会
予
定

で
あ

っ
た

が
、
市
議
の
集
ま
り
は
悪
く
、
よ
う
や
く
夕
刻
に
な

っ
て
、
両
派
そ
れ
ぞ
れ
集
団
で
議
事
堂
に
入

っ
て
き
た
。

吉
川
議
長
は
反
対
派
に
妥
協
の
協
議
を
求
あ
、
西
庄
市
長
も
、
こ
の
問
題
で
将
来

に
し
こ
り
が
残

っ
て
は
と
、
反
対
派
に
妥
協
案
を

提
示
し
た
が
、
い
ず
れ
も
拒
否
さ
れ
た
。

開
会
は
午
後
六
時

一
〇
分
で
、
賛
成
派
議
員
は
す
ぐ
さ
ま
、
さ
き
の
諮
問
案
に
た
い
す
る
答
申
案
を
提
出
し
た
。

そ
の
要
点
は
、

つ

ぎ

の
と
お
り
で
あ

っ
た
。

平
城
電
気
軌
道
の
油
阪
町
を
経
て
、
三
笠
山
麓
を
ま
わ
る
路
線
は
東
向
中
町
を
終
点
と
し
、
大
阪
電
気
軌
道
の
変
更
路
線
は
会
社
案
の
と
お
り

(注

今
辻
子
町

を
東
向
中
町
へ
)

そ
れ
に
つ
い
て
の
希
望
条
件
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①

公
園
内
に
飲
食
店

・
物
産
店

・
休
憩
所
を
設
け
る
こ
と

②

公
園
付
近
に
娯
楽
地
を
設
け
一
般
に
貸
与
す
る
こ
と

③

油
阪
池
付
近
に
停
留
所
を
設
け
、
三
条
通
り
へ
連
絡
道
路
を
つ
け
る
こ
と

④

農
事
試
験
場
付
近
に
停
留
所
を
設
け
、
三
条
通
り
へ
連
絡
道
路
を
つ
け
る
こ
と

⑤

乗
り
入
れ
電
車
の
敷
地
ほ
か
の
設
計
は
、
奈
良
市
と
協
定
を
す
る
こ
と

平
城
軌
道
は
東
向
ま
で
、
大
軌
終
点
の
変
更

(東
向
中
町
)
は
認
め
、
公
園
内

の
整
備
と
連
絡
道
路
の
新
設
を
求
あ
た
の
で
あ

っ
た
。

つ
づ
い
て
、
反
対
派
議
員
が
立
ち
、
「電
車

ノ
市
内
乗
入

ハ
奈
良
公
園
ノ
風
致
ヲ
損
シ
市
ノ
公
益

二
害
ス
ル
モ
ノ
ト
認

ム
」
と
答
申

し
た
。
そ
れ
か
ら
あ
と
は
両
派
議
員
が
こ
も
ご
も
立

っ
て
、
賛
成

・
反
対
の
演
説
が

つ
づ
く
が
、
賛
否
は
わ
か

っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ

り
、
「
指
名
点
呼
」
「採
決
」
の
声
も
出
は
じ
め
た
。
午
後
七
時
二
〇
分
、
日
没
の
た
め
点
火
と
い
う
こ
と
で
休
憩
、

三
五
分
に
再
開
と

な
る
が
、
休
憩
前
と
ほ
ぼ
お
な
じ
議
員
が
立

っ
て

(
一人
だ
け
は

じ
め
て
発
言
)、
同
じ
よ
う
な
発
言
を
繰
り
か
え
す
ば
か
り

(醗
循
嗜
㎝
嫡
わ
)
で
、

い
よ

い
よ
指
名
点
呼

の
う
え
採
決
と
な

っ
た

(終
了
は
午
後

八
時
二
〇
分
)。

そ
の
結
果
は
出
席
議
員
二
九
人

(前
回
と
お
な

じ
一人
欠
席
)
の
う
ち
、
反
対

一
五
人
、
賛
成

一
四
人
で
、
予
想
さ
れ
た
と
お
り
の
帰
結
で
あ

っ
た
。

閉
会
ま
え
、
市
長
は

つ
ぎ
の
挨
拶
を
し
て
い
る
。

-…
各
員
が
奈
良
市
ヲ
思
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
是
レ
君
子
ノ
争
ヒ
ニ
テ
私
怨
二
非
ス
、
欣
喜
二
堪
エ
サ
ル
ナ
リ
。
…
又
、
本
職
二
対
シ
本
問
ノ
質
問
モ

ぜ
い

ア
ラ
バ
其
意

見

ノ
在

ル
所

ヲ
答

ヱ
ン
ト
思

ヒ
居
タ
ル

モ
、
何
等
質
問

モ
無

ク
敢

テ
贅

セ
ズ
、
今
茲

二
双
方
無
事
終
局

ヲ
告
ゲ
閉
会

ヲ
告

ク
ル

ニ
到

　　
　

リ
タ
ル
ヲ
喜
ヒ
諸
君
ノ
労
ヲ
謝
シ
建
康
ヲ
祈
ル

さ
て
、
翌
十
四
日
、
市
会
か
ら
県
知
事
に
送
ら
れ
た
答
申
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。

平
城
電
気
軌
道
株
式
会
社
発
起
人
及
大
阪
電
気
軌
道
株
式
会
社
出
願
二
係
ル
電
車
ノ
市
内
乗
入
ハ
奈
良
公
園
ノ
風
致
ヲ
損
シ
市
ノ
公
益
二
害
ア
ル
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モ
ノ
ト
認
ム

知
事
は
地
方
長
官
会
議
で
上
京
中

で
あ

っ
た
が
、

こ
の
日
の
午
前
に
帰

県
し
た
。
十
六
日
に
な

っ
て
反
対
派
は
知
事
に
面
会
し
、
市
会
決
議
の
趣

旨
を
説
明
し
た
。

こ
の
と
き
知
事
は

「決
議
は
そ
の
と
お
り
に
具
申
す
る
。

し
か
し
、
自
分
は
乗
り
入
れ
は
可
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
公
園

へ
は
否
で
あ

る
」
と
答
え
た
と
い
う
。
こ
の
日
の
朝
、
知
事
は
佐
竹
内
務
部
長
と
小
阪

土
木
技
師
を
上
京
さ
せ
て
、
電
車
乗
り
入
れ
を
可
と
す
る
県
の
立
場
を
説

明
、
具
申
書
を
内
務
大
臣
に
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
負
け
て
は
な
ら
な

い
と
反
対
派
は
上
京
陳
情
委
員
を
選
出
、
内
務
大
臣
に
陳
情

(歎
拒
灘
齢
瞻
酥

絵
縫
滸
)
す
る
ほ
か
、
大
軌

へ
出
向
き
世
論
を
説
明
す
る
な
ど
、
あ
わ
た
だ

し

い
動
き
を
示
し
た
。
す
で
に
臨
時
市
会
ま
え
に
、
賛
成
派
の
吉
川
議
長
E

が
、
反
対
派
が
勝

っ
て
も
乗
り
入
れ
は
許
可
さ
れ
る
と
公
言
し
て
い
た
と

い
う
が
、
賛
成
派
も
ま
た
善
後
策
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
た
の
で
あ
っ
た
。

あ
と
は
、
主
管
の
内
務
省
の
判
断
が
ど
う
出
る
か
を
待

つ
ほ
か
は
な
か

っ

た

の
だ
が
、
反
対
派
は
七
月
二
十
八
日
、
尾
花
座

で
市
民
大
会
を
開
い
て

じ

か
た

気
勢
を
あ
げ
、
油
阪
町

・
油
阪
地
方
町

・
舟
橋
町

・
北
市
町

・
阪
新
屋
町

・

三
条
町
な
ど
の
農
家

の
人
た
ち
も
反
対
の
立
場
か
ら
協
議
す
る
と
こ
ろ
が

あ

っ
た
。

入れ部分略図

軌道と遣路併房蔀分

N

4
ー
-

ー

黠

厂

東
向
中
町

壽
罹丶
「

蝋μ翼
丶皿西

解

ii一

分嬾

IIir

¥マ ー一"囎
へ　 　　 　 　ぎ　

終 一点

ホ
　
ム
部
分

辻
子
町

予定線路

識=信 号位置

一一一一買収予定境 界線

驪 蘯彌 買収予定家屋
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七
月
三
十

一
日
の
日
付
で
、
内
務
省
の
決
定
が
お
り
た
。
平
城
軌
道
に

は
ふ
れ
ず
、
大
軌
の
東
向
中
町

へ
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
の
み
こ
れ
を
許
可

す

る
と
い
う
の
で
あ

っ
た
。
奈
良
県
庁

へ
そ
の
指
令
書
が
届
い
た
の
が
八

月

四
日
で
、
翌
日
の
新
聞
は
賛
否
の
立
場
そ
れ
ぞ
れ
を
大
き
く
報
道
し
て

い
る
。

大
軌
の
東
向
乗
り
入
れ
問
題
は
、
こ
う
し
て
よ
う
や
く
解
決
を
み
た
。

大
軌
は
東
向
乗
り
入
れ
工
事
を
急
ぐ
こ
と
に
な

っ
た
。
油
阪
か
ら
西
御
門

町

・
東
向

へ
は
大
軌
と
の
併
用
道
路
で
あ
る
が
、
県

・
市
が
の
ぞ
ん
だ
即

位
記
念
の

一
〇
間
道
路
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
も

東
向

へ
乗
り
入
れ
る
と
な
る
と
、
菰
川
堤

(現
市
役
所

の
西
方

)

あ
た
り
か
ら
、
東
進
し

て
院
線

(現
J
R
線
)

を
橋
梁
で

こ
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
高
架
橋
の
両
側
は
、
と
う
ぜ
ん
の
こ
と
な
が

ら
、
築
堤

の
必
要
が
あ

っ
た
。

大
軌
の
路
線
工
事

の
ほ
と
ん
ど
は
大
林
組
が
請
け
負

っ
て
い
た
が
、
菰

川
堤
か
ら
油
阪
ま
で
は
沢
井
組

(沢
井
義

徳
社
長
)
が
担
当
し
た
が
、
築
堤
用
の
土

さ
ら

に
あ
て
る
た
め
油
阪
池
の
池
床
も
浚
え
た
と
い
う
。

こ
の
築
堤

の
高
さ
に

つ
い
て
、
油
阪
町
付
近
の
人
た
ち
か
ら
異
論
が
出
た
が
、
大
軌
側
は
、
必

要
最
低
限
の
高
さ
だ
と
し
て
説
得
に
つ
と
め
、
地
元
の
了
解
を
と
り

つ
け

東

向

乗

り

入

れ

工

事

図2大 軌の市内乗り

高架部分
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た

ら
し

い
。

高

架

橋

の
と

こ

ろ

は
、

い
ま

は
大

宮

通

り

の
陸

橋

に
な

っ
て

い
る

が
、

ほ

ぼ
、

格

な

じ
規

模

で
あ

っ
た

(
車
線
は
い
ま

の
方
が
広

い
)
。

さ

て
、

油

阪

か

ら

東

の
方

は
ど

う

で
あ

っ
た

だ

ろ

う

か

。

今

回

の
調
査

で
奈

良

県
行

政

資

料

の
簿

冊

(
奈
良
県
立
奈

良
図
書
館
蔵
)

の
な

か

か

ら

地

図

(
タ
テ
三
〇
弛ン、

ヨ
コ
【
七
五
弛ン)

(
図
2
)
が

み

つ
か

っ
た

。

終

点

駅
付

近

が
欠

損

し

て
い

て
残

念

で

あ

る

が
、

お

よ

そ

の
計

画

が

判

明

す

る
。

こ
れ

に
よ

る
と

、

油

阪

池

の
北

側

を

経

て
、

東

へ
向

か

い
、

こ
れ

ま

で
の
道

路

の
南

側

の
家

々
を

買

収

し

て
、

東

向

ま

で

の
路

線

を

確

保

し

た

こ
と

が

わ

か

る

。

も

ち

ろ

ん
、

今

日

の
よ

う

な
電

鉄

専

用
路

線

敷

で

は
な

く

、

道

路

共

用

線

路

で
あ

っ
た

。

し

か

し

、

こ
れ

に
よ

っ

て
、

県

や

市

当

局

が

考

え

て
い

た

奈
良

市

で
は

じ

め

て

の
即

位

記

念

の
広

い
道

路

が

で
き

る

こ
と

に
な

っ
た

の

で
あ

る

。

ち

な

み

に
、

こ

の
付

近

は
東

へ
高

く
、

南

西

に
向

か

っ
て
斜

面

が

つ
づ

く

か

ら

、

北

側

の
道

路

面

あ

る

い
は

屋

敷

前

の

一
部

で
は
段

差

が

つ
く

こ
と

に

な

っ
た

(
鉄
道
が
地
下
化
し
た
現
在
も
、
そ
の

よ
う
す
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
)
。

と

こ
ろ

で
、

道

路

の
南

側

の
家

々

の
買

収

に

つ
い

て

で
あ

る
が

、

さ

き

に
示

し

た

地

図

の
横

に
、

毛

筆

で
路

線

付

近

の
土

地

の
坪

単

価

を

書

い

た
、

つ
ぎ

の

よ

う
な

紙

片

が

は
り

つ
け

て
あ

っ
た

。

停
車
場
ノ
辺

坪
二
十
五
円
位
、
不
動
銀
行

(囎
鄭
の蠶
諛
罐

3

辺

坪
四
十
五
円
位
、
林
小
路
ノ
東
警
察
辺
迄

(駐
鄭
の簾
諛
裝

)
坪
六
七
十
円
位
、

警
察
ヨ
リ
橋
本
辺

(注
い
ま
の
南
都
銀

行
本
店
の
と
こ
ろ
)
迄

坪
百
円
位

い
ろ
い
ろ
な
綴
り
こ
み
の
簿
冊
で
あ
る
か
ら
担
当
県
職
員

の
覚
書
か
も
知
れ
な
い
が
、
大
軌
の
買
収
予
定
価
格
だ
と
す
る
と
、
ず
い

ぶ
ん
と
低
い
見
積
り
で
あ
る
。
じ

っ
さ
い
は
、
ど
れ
だ
け
の
価
格

で
買
収
を
完
了
し
た
の
か
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
そ
の
史
料
は
な
い
。

ち

ょ
う
ど
、
院
線
奈
良
駅
西
側

に
大
機
関
庫
設
置

の
た
あ
、
三
条
町
と
付
近
の
地
主

一
六
人
と
の
土
地
買
収
が
難
航
し
て
い
る
と
き
で

あ

っ
た
か
ら
、
大
軌
も
か
な
り
無
理
算
段
を
強
い
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
で
に
、
大
軌
は
大
正
三
年

(
一九
西
)
四
月

の
電
車

開
通
を
公
表
し
て
い
た
か
ら
、
な
お
、
そ
う
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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ず
い
ぶ
ん
曲
折
は
あ

っ
た
も
の
の
、
大
軌
も
よ
う
や
く
開
業

に
こ
ぎ

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

大

軌

の

開

業

大
正
三
年

(
一九
西
)
四
月
十
八
日
、
約
三
か
年

に
わ
た

っ
た
生
駒
ト
ン
ネ
ル
の
難
工
事
も
竣
工
し
た
。
二
日
後
の

四
月
二
十
日
に
、
大
阪
上
本
町
六
丁
目
と
奈
良
高
天
町
間

(三
〇
・

六
キ。
)

の
路
線
工
事
が
完
了
と
な
り
、
車
両

一
八
台

(襠
輛
聾
だ
飴
、)

も
到

着
し
た
。
二
十
五
日
に
試
運
転
実
施
、
三
十
日
に
な

っ
て
、
上
六
と
高
天
町
の
奈
良
仮
停
車
場
間

の
営
業
を
開
始
し
た
。

牛馬で運 ばれ る大軌 電車(池 田茂男氏蔵)

こ
の
日
は
前
日
の
雨
も
や
み
、
曇
天
な
が
ら
と
き
に
青
空

も
み
え
た
。
ゆ
く

春
を
惜
し
む
人
た
ち
が
珍
し
い
山
間
電
車
と
生
駒
ト
ン
ネ
ル
の
評
判
に
ひ
か
れ

て
早
朝
か
ら
上
六
駅
に
押
し
か
け
、
始
発

の
午
前
五
時
か
ら
奈
良
行

の
電
車
は

満
員
の
盛
況
と
な

っ
た
。
翌
五
月

一
日
の

『大
阪
毎
日
新
聞
』
は

「車
掌
は
半

図3大 軌開業時の駅名と運賃

奈 西 富 生 石 枚 瓢 若 小 深 片 鶴 上大 箪 本

良 寺 雄 駒 切 岡 山 江 阪 江 江 橋 町

5銭5銭5銭5銭5銭5銭

奈良～西大寺間

石切～生駒間

若江～瓢箪山間

枚岡～石切間

富雄～西大寺間

7.8

7.17

6.15

7.13

9.9

大正期の開駅

駅前駅(油 阪)大 正3.

3

4

9

ia.

日下駅

花園駅

額田駅

菖蒲池駅

身
を
車
外

に
の
り
だ
し
て
、

"よ

ろ
し
い
か
"
と
大
声
を
あ
げ
る
と
、

運
転
手
は
背
後
を
ふ
り
か
え
っ
て
、

〃よ
ろ
し
い
"

チ
リ
ン
チ
リ
ン
と

い
う
ぐ
あ
い
で
、
電
車
は
青
々
と

し
た
麦
畑
や
黄
色
い
菜
の
花
の
咲

く
平
野
を
ス
ル
ス
ル
走

っ
て
行
く
」

と
書
い
て
い
る
。

と
り
あ
え
ず
、
高
天
仮
停
車
場

を
終
点
に
し
て
開
業
し
た
が
、
そ
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西御門町前を走る大軌電車(宮武テラス氏旧蔵)

の
の
ち
大
軌
は
東
向
中
町
ま
で
路
線
を
延
長
し
て
駅
舎
も
新
築
、
七
月
八
日
か
ら
、

こ

こ
を
奈
良
の
終
点
駅
に
し
た
。
開
業
し
て
六
九
日
後
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
同
日
、

油
阪
の
高
架
部
に
駅
前
駅

(の
ち
油
阪

駅
に
改
称
)
も
開
設
し
た
。
院
線
奈
良
駅

に
連
絡

で
き
る
駅

を

つ
く
る
要
望
が
強
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
院
線
奈
良
駅

へ
の
連

絡
路
と
し
て
三
条
通
り
ま
で
の
道
路
も
拡
幅
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
、
大
軌
開
業
当
初
の
駅
名
と
運
賃
を
図
3
に
示
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
大
正

期
に
ふ
え
た
駅
名
も
付
記
し
て
お
こ
う
。

大
軌
は
上
六
～
奈
良
間
を
三
〇
銭

(ほ
か
に
通

行
税
一銭
)
の
運
賃
で
、
五
五
分
で
結
ん
だ
。
鉄

道
院
は
そ
れ
に
対
抗
し
て
、
大
阪
市
内
各
駅
か
ら
奈
良
ま
で
三
等
三
〇
銭
、
二
等
五
〇

銭
に
割
引
し
て
競
争
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
大
軌
の
開
業
は
脅
威
な

の
で
あ

っ
た
。
大

軌
の
開
業
日
の
乗
客
は
二
万
余
人
で
、
運
賃
収
入
は
三
〇
〇
〇
余
円
、
翌
日
は
生
駒
聖

え

し
き

天

の
会
式
日
で
あ

っ
た
か
ら
乗
客
四
万
余
人
、
収
入
七
〇
〇
〇
余
円
と
な

っ
た
。
低
落
し

つ
づ
け
て
い
た
大
軌
株
も
、
い
ち
じ
は
上
昇

を

つ
づ
け
た
。
鉄
道
院
が
乗
客
を
奪
回
し
よ
う
と
し
た
の
は
と
う
ぜ
ん
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
軌

の
建
設
費
総
額
は
は
じ
め
の
予
算
五
八
〇
万
円

(創
立
資
金
三

〇
〇
万
円

)
を
は
る
か
に
超
過
し
て
八
二
〇
万
円
に
の
ぼ
っ

た
。
こ
の
た
め
高
額

の
負
債
を
背
負
い
、
「優
先
株
」
を
発
行
す
る
が
、
申
込
み
は

一
向

に
振
わ
な
い
し
、
そ
の
う

え
、

は
じ
め
は
も

の
珍
し
さ
も
手
伝

っ
て
、
乗
客
数
も
多
か

っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
あ
と
運
輸
収
入
は
案
外
に
の
び
な
か

っ
た
。
大
軌
の
信
用
は
地
に
お
ち
、

電
車
運
転
に
必
要
な
発
電
所
の
石
炭
も
、
毎
日
、
現
金
を
そ
ろ
え
な
け
れ
ば
売

っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
に
な

っ
た
。
乗
車
券
の
印
刷
さ

え
前
金
で
な
い
と
、
こ
れ
に
応
じ
て
く
れ
る
印
刷
会
社
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
終
点
の
奈
良
駅

へ
は
毎
日
の
売
り
上
げ
代
金
を
借
り
入
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れ
銀
行
か
ら
と
り
に
く
る
し
、
社
員
の
給
料
も
、
主
要
駅
の
売
り
上
げ
金
を
か
き
集
め
て
支
払
う
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ

っ
た
。
破
滅

寸
前
の
状
態
は
約
五
年
の
あ
い
だ

つ
づ
い
た
。
大
正
三
年
下
半
期
の
約

一
万
九
〇
〇
〇
円
の
欠
損
は
、
同
八
年
下
半
期
に
な

っ
て
、
よ

う

や
く
四
二
万
九
〇
〇
〇
余
円
の
利
益
と
な

っ
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
後

の
好
況
は
大
軌
に
も
社
運
の
興
隆
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。

苦
境
か
ら
わ
ず
か
ず

つ
立
ち
な
お
り
を
み
せ
て
き
た
矢
先

の
こ
と
で
あ
る
が
、
大
正
七
年

(
l九
l:)
十
月
三
十
日

の
夕
方
、
西
大
寺
～
富
雄
間
で
、
大
阪
上
六
行
の
電
車

の
ポ
ー
ル
の
綱
が
切
れ
、
そ
の
修
理
の
た
あ
に
停
車
中
、

後
続
の
電
車
が
追
突
す
る
事
故
が
お
き
た
。
死
者
四
人
、
負
傷
者
五
二
人
と
い
う
惨
事
に
な

っ
た
。
大
軌
と
し
て
は
、
は
じ
め
て
乗
客

ひ

ろ

が

る

大

軌

線

西 大 寺 駅(近 畿日本鉄道株式会社蔵)

か
ら
死
傷
者
を
出
す
大
事
故

に
そ
の
対
応
に
苦
し
ん
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
第

一
次
世
界
大
戦
後

の
経
済
界
の
好
況
と
と
も
に
交
通
需
要
の
増
大

も
あ

っ
た
か
ら
、
大
和
や
河
内
で
鉄
道
網
の
延
長
事
業
を
計
画
し
た
。
さ
し
あ
た
っ
て
は
、

大
正
七
年
十

一
月
に
は
西
大
寺
～
橿
原
神
宮
間
の
畝
傍
線

(
い
ま
の

橿
原
線
)
の
軌
道
敷
設
特
許
を

う
け
、
同
九
年
五
月
に
は
工
事
に
着
手
、
十
月
に
は
西
大
寺
車
庫
を
完
成
、
十
年
四
月

一

日
を
期
し
て
西
大
寺
～
郡
山
間

(五
・
○
キロ)

を
開
業
し
た
。
こ
の
線
は
、
し
だ
い
に
南
下
し
、

十
二
年
三
月
二
十
日
に
は
橿
原
神
宮
前
間
を
全
通
さ
せ
て
い
る
。

な
お
、
大
正
七
年
に
は
、
生
駒
ケ
:
ブ

ル
が
、
宝
山
寺
参
詣
客
を
め
あ
て
に
開
通
し
て

い
る
。

こ
れ
は
、
わ
が
国
は
じ
め
て
の
綱
索
鉄
道
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
西
大
寺
駅
か
ら
分
岐
す
る
線
の
た
あ
西
大
寺
駅
舎
は

一
部
を
西

へ
移
動
。

ホ
ー
ム
延
長
を
三
二
尺

(約
九
・

七
材

)
に
縮
小
し
、
ホ
ー
ム
間
の
連
絡
に
地
下
通
路
を
と
り
入
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れ

る
許
可
を
得
て
い
る

(
「奈
良
県
行

政
資
料
」

)。
こ
の
地
下
道
は
大
正
九
年
に
完
成
。
昭
和
三
十
年
代
ま
で
、
乗
降
客
の
連
絡
地
下
通
路
に
使
用

さ
れ
て
い
た
が
、
い
ま
は
駅
構
内
な
が
ら

一
般
通
行
人
の
南
北
連
絡
用
地
下
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
か

つ
て
の
駅
内

の
地
下
道

で
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
人
も
少
な
く
な

っ
た
。

郡
山
ま
で
南
下
す
る
線
路
敷
に
つ
い
て
は
、
寺
院
の
西
大
寺
の
す
ぐ
東
側
を
青
野
領

へ
抜
け
、
伝
垂
仁
天
皇
陵

の
西
を
走
る
案
も

あ

っ
た

(
『伏
見

町
史
』
)。
唐
招
提
寺
付
近
は

「
旧
境
内
古
蹟
地

ヲ
避
ケ
西
方

ニ
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
」
(臨
鯨
瀬
唄
行
)

と
あ
り
、
じ

っ
さ
い
西
側

で
工
事
を
す
す
め
た
。
こ
の
あ
た
り
の
線
路
敷
の
盛
土
作
業
に
は
平
松
の
人
た
ち
が
出
た
と
い
う
。

こ
の
工
事
は
昼
夜
兼
行

の
急
ピ

ッ

チ
で
す
す
め
ら
れ
、
夜
間
の
と
き
は

一
円
二
〇
銭
の
日
当

(昼
間
、
た
と
え
ば
耕
地
整
理

の
労
働
で
四
二
銭
ぐ
ら
い

)
を
も
ら

っ
た
よ
う
だ

(臨
蛾
現
)
。
郡
山
ま
で
に
は
三

駅
、

つ
ま
り
、
尼

ヶ
辻

・
西
ノ
京

・
九
条
の
各
停
車
場
の
工
事
も
同
時
に
す
す
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
、
尼
ケ
辻
駅

の
設
定

に
は
、
宝

来

の
地
主
が
駅
舎
位
置
の

一
部
の
土
地
を
大
軌

へ
寄
付
す
る
こ
と
で
解
決
し
た
と
伝
え
る

(
『伏
見

町
史
』
)。
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2

産
業
経
済
の
動
向

第

一
次
世
界
大
戦
前
夜
の
日
本
経
済
は
、
う
ち

つ
づ
く
不
況
の
な
か
に
あ

っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
奈
良
市

域

の
景
気
も
沈
滞
、
大
戦
勃
発
後
も
し
ば
ら
く
は
低
迷
を

つ
づ
け
た
。
大
正
五
年

(
一九
一六)
の

「民
力
調
査
資
料
」

は
、
大
正
三
、
四
年
ご
ろ
の
景
況
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る

(
『奈
良
県
政

七
十
年
史
』
)
。

ω

奈
良
市

本
市
小
商
工
業
者
ハ
大
部
分
近
接
農
民
ヲ
客
ト
ス
ル
ガ
故
二
、

一
般
農
民
ノ
経
済
状
態
ガ
該
業
者
二
及
ボ
ス
影
響
モ
亦
著
大
ナ
リ

②

奈
良
坂
・
北
市
方
面

大
正
三
年
ハ
同
元
年
、
二
年
二
於
ケ
ル
米
価
暴
騰
二
伴
ヒ
、
尚
高
価
ナ
ラ
ン
ト
予
想
シ
タ
リ
シ
ガ
、
意
外
二
暴
落
ヲ

お
し

見
、

一
般
農
民

ハ
急

二
節
約

ヲ
行

ヒ
、

又
、
問

屋
業
者

ハ
商
品
貯
蔵
等

ノ
方
法

二
依

リ
、
売
吝

ミ
ノ
結
果
払
底

ヲ
来

シ
、

自
然

物
価

ノ
昂
騰

大

正

初

年

の

沈

滞
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好

景

気

と

工
場

の

新

設

は
か
ぎ
か

ヲ
来

セ
リ
、
其
結
果
益

々
小
商

工
業

ノ
悲
況

ヲ
見
、
工
業
者

二
於

テ
モ
同
様

(
中
略
)
農
民

ノ
購
売
捗

シ
カ

ラ
ザ

ル
為

メ
、
製
造
品
停
滞

ヲ
来

シ
資
金

ノ
流
通

ヲ
欠

ク
等

(中
略
)
、
生
活

ハ
農
民

ト
異

ナ
ル

コ
ト
ナ
ク
誠

二
困
難

ナ
ル
状
況

ナ
リ
、
大
正
四
年
、

同
三
年

ト
大
差

ナ

ク
、

米

価
依
然

ト
シ
テ
下
落

ヲ
持
続

シ
タ
ル
結
果
、

一
般
購
買
力

モ
益

々
減
退

シ
、
殊

二
該
業
者
競
争
劇
烈
ナ

ル
ガ
為

メ
、

利
潤

ヲ
減

シ
悲
胆

云

フ

ベ
カ
ラ
ザ
ル
者

ア
リ
、
現
今

二
於

テ
モ
、
尚
此

ノ
状
態

ヲ
持
続

シ
ツ
ツ
ア
リ

㈹

清
水

・
京
終

・
三
条
附
近

大
正

三
年

ハ
米
価

ノ
暴
落

ト
共

二
、
其
他

ノ
副
産
物

二
於

テ
モ
下
落

ヲ
見
タ
リ
、

一
般

小
商

工
業

者

へ
前

年

二

於

ケ
ル
米
価
昂
騰

二
際

シ
売
却

ヲ
見
越

シ
タ
ル
結
果
、
掛
貸
金

ノ
増
加

ヲ
来

シ
、
同
年

二
於

テ
該
金

ノ
回
収
困
難

ト

ナ
リ
、

自

然
金
融

逼

迫

ヲ
見
、
資
金

ノ
供
給

二
円
滑

ヲ
欠

キ
タ
リ
、
概
ネ
農
民

ハ

一
致

ノ
念
強

ク
、

一
般
農
産
物
下
落

シ
、
為

メ

ニ
益
々
節
約

ヲ
行

ヒ
、

日
用

ノ
百

貨

ニ
ス
ラ
不
足

ヲ
告
グ

ル
程
度

二
達

シ
タ
リ
、
是

レ

ニ
依

リ
テ
該
業
者

二
与

ヘ
タ
ル
打
撃

モ
亦
僅
少
ナ

ラ
ズ
、
(中
略
)

大

正

四
年

二
於

テ

ハ

前
年

ト
同
様
、
農
産
物
下
落

ノ
持
続

シ
タ
ル
ト
諸
物
価
騰
貴

ハ
益

々
不
況

ナ
ラ
シ
メ
タ
リ

要

ス
ル
ニ
既
掲

ノ
原
因

二
基

キ
、
大
正

三
四
年

二
於

テ

ハ
小
商

工
業
者

ノ
掛
貸
回
収

二
困
難

ナ
ル
ト
、
尚
同
業
者
間

競
争

劇
烈

ノ
為

メ
利

潤

ヲ
得

ル
コ
ト
能

ハ
ズ
、
尚
其

レ
ニ
伴

ヒ
、
資
金

ノ
流
通

ヲ
欠
キ
、

一
般
農
民

二
於

テ
モ
米
価
下
落

ト
諸
物
価
騰
貴

ノ
為

メ
、

益

々
購

買
力

ノ

衰

退

ヲ
来

シ
タ
リ
、
斯

ク
ノ
如

キ
不
振

ノ
状
態

ニ
ア
レ
バ
、

一
般
該
業
者

ノ
生
活
状
態

モ
困
難

ニ
シ
テ
、
現
今

二
於

テ
モ
尚
持

続

ノ
有

様

ナ

リ

ω

添
上
郡

本
郡

二
於

ケ
ル
小
商

工
業
者

ノ
多

ク

ハ
、
其
傍

ラ
農
業

ヲ
営

ミ
、
単

二
商
工
業

ノ
ミ
専
業

ト
ス
ル
モ
ノ
極

メ

テ
少

シ
、

而

シ
テ
其

専
業
者

ニ
ア
リ
テ

ハ
年
収
約
百
円

乃
至

二
百
円

ノ
間

ニ
ア
リ
テ
、
之

レ
ノ
ミ
ヲ
以

テ
家
族
全
部

ノ
生
計

ヲ
維
持

シ
難

キ
ガ
故

二
、

概

ネ
子

女

ヲ
シ
テ
何
等

カ
ノ
賃
仕
事

二
従
事

セ
シ
メ

ッ
ツ
ア
リ
テ
、
殆

ン
ド
下
流
農
家

ト
同
様

ノ
状
態

ニ
ア
リ

第

一
次

世

界

大

戦

に

よ

っ
て

日
本

経

済

は
好

況

に
転

じ

る
が

、

い
わ

ゆ

る
大

戦

景

気

が

本

格

化

す

る

の

は
、

大

正

五
年

(
一九
一六
)

の
後

半

か

ら

で
あ

っ
た
。

好

景

気

の
波

は
、

久

し

く

冷

え

こ
ん

で

い
た

企

業

熱

を

呼

び

お

こ
し

、
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会
社
企
業
の
創
設
、
工
場
の
新
設

・
拡
張
が
相

つ
い
だ
。
近
代
工
業

の
発
展
に
立
ち
遅
れ

て
い
た
奈
良
市
域
で
も
、
あ
る
程
度
は
こ
れ
に
追
随
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

大
正
元
年

(一九
三
)
の
奈
良
市
の
工
場
は
二
八
、
従
業
者
は
六

=

人

(娚
三
坑
眦
从
、)
を

数
え
た
が

(祕
鼾
嚇
覿
㌦
蓑

転
靆

弋饑

讙

韲

一解

曙
講

綴

嬉
店ど
駄
雛
謳
嬶
嬲
鯛瞭
帳

徴
飜
碾
澗
)
、

大

正
十

五
年

(
一九
二六
)

に

は
、

工
場

は
五

五

、

従

業

者

は

一
万

二
九

人

に
ふ

え

て

い

る
。

昭

和

五

年

(
一蜚
O
)
度

の

『
奈

良

市

勢

一
覧

』

に
よ

れ

ば

、

明

治

末

年

ま

で

に

で
き

た

工
場

は

二
七

(
た
だ
し
、
昭
和
四
年
に
存
続
し
て
い
た
も
の
。

新
聞
・
印
刷
関
係
五
も
含
ま
れ
て
い
る

)
、

そ

の
う

ち

、

清

酒

醸

造

業

六

、

製

墨

業

五

、

蚊

帳

・
蚊

帳

地

・
メ

リ

ヤ

ス

な

ど

の

織

物

業

関

係

五

と

な

っ

て

い

る

が

(
明
治
四
十
四
年
、
南
袋
町
に
で
き
た
江
商
合
資
会
社
の
奈
良
莫

大
小
工
場
が
、
奈
良
市
で
の
メ
リ
ヤ
ス
工
業
の
発
展
を
促
し
た
)
、

大

正

期

の
創

業

と

す

る

も

の
二

六

(竣
罵
贓

表3大 正15年工場状況

従 業 者
業 種 工場数

男 女 計
人 人 入

染 織 業 15 115 423 538

機械器具 4 44 15 59

化学工場 3 20 6 26

飲食物工場 12 100 17 117

雑 工 場 20 235 37 272

特別工場 1 17 一 17

計 55 531 498 1029

昭和元年度 『奈良市勢一覧』による。

鯏
に
ボ
蜥
燗
咐
ト
が
)
、
そ
の
う
ち
倭
織
布
株
式
会
社

(大
正
五
年

織
物
染
色
)

・
勝
村
京
終
工
場

(嗽
慨
牡
嬶
糊
)

・
小
山
合
名
会
社

(鰍
雛
七
年
、)

・
日
本
絖

麻
株
式
会
社

(大
正
七
年

蚊
帳
地

)

・
百
済
メ
リ
ヤ
ス
工
場

(吠
征
航
辟
鐸
メ
)

・
西
浦
織
布
工
場

(款
紐
軌
脚
)

・
奈
良
織
布
工
場

(鰍
征
勦
赫
)

・
南
都

興
業
合
資
会
社

(大
正
十
一年

襖
地
布
加
工
)

・
奈
良
蚊
帳
織
染
工
場

(緻
妊
鼾
窪
年
)
な
ど
織
物
業
関
係

の
新
設
が
目
立

つ
。

せ
つ
け
ん

 旧

『奈
良
市
史
』
は
、
「
一
般
化
学
工
業

の
発
達
に

つ
れ
、
大
正
年
間
に
入

っ
て
石
鹸
工
場

・
紅
茶
再
製
工
場

・
製
鉛
工
場

・
ペ
ン

軸

工
場

・
炭
酸
加
里
工
場

・
歯
ブ
ラ
シ
工
場
等
創
設
せ
ら
れ
る
も
の
多
く
......」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
倒
産
し
た
も
の
か
、

さ
き
の

『
市
勢

一
覧
』

に
よ
れ
ば
、
昭
和

四
年

(
一九二九)
現
在
、
帝
国
植
物
性
イ

ン
キ
工
場

(伏
旺
玩
辮
)

・
吉
井

ペ
ン
軸
製
作
所

(
大
正
四
年
、

ペ
ン
軸
製
造
)
の
ほ
か
に
は
、

こ
れ
に
該
当
す
る
工
場
は
み
ら
れ
ず
、
イ
ン
キ
工
場
も
翌
五
年
に
は
姿
を
消
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
大
正

十

五
年

(昭
和
元
年

一九
二
六
)
の
業
種
別
工
場
数

・
従
業
者
数
は
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
従
業
者
数
か
ら
み
て
、
そ
う
大
き
な
工
場
は
な
か

っ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

294



第三章 奈良市の発展

会
社
の
数
も
ふ
え
た
が
、
表
4
に
み
ら
れ
る
よ

う

に
、、
大
正
五
年
以
降

の
新
設
が

い
ち
じ
る
し

い
。
大
正
元
年
に
株
式
会
社
と
し
て
名

の
あ
が

っ

て
い
る
の
は
、
関
西
水
力
電
気

・
奈
良
瓦
斯

・
奈

良
劇
場

・
天
理
軽
便
鉄
道

の
四
社
と
奈
良
県
農
工

銀
行
と
奈
良
銀
行

の
二
行

で
あ
る
が
、
五
年
に
は

天
理
軽
便
鉄
道
が
姿
を
消
し
、
古
梅
園
の
ほ
か
産

業
貯
蓄
銀
行
と
奈
良
無
尽
が
登
場
し
て
き
て
い
る
。

大
正
十
五
年

の
株
式
会
社
に
は
料
理
旅
館
二
、

奈
良
検
番
な
ど
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
表

5

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
資
本
金

一
〇
〇
万
円
以

表4会 社の増加

会 社 別 大 正 元

(1912)

大 正5

(1916)

大 正15

(1926)

株式会社 6(2) 8(4) 41

合資会社 4 7 11

合名会社 6 4 15

株式合資 1

計 16(2) 19(4) 68

注 大正元年 ・大正5年 の()内 は、株式会社中、銀行 ・無

尽会社の数を示す。

大正元年 『奈良市統計要覧』、大正5年 調 『奈良市勢一覧』、昭

和元年度 『奈良市勢一覧』による。

 

上

の
会
社
は
三
社
に
と
ど
ま
り

(総
額
七
〇

五
万
円

)
、
小
規
模
な
会
社
が
圧
倒
的
に
多
い
。

大
正
期
の
工
業
の
動
向
を
う
か
が
う
た
め
に
残
さ
れ
た
統
計
資
料
に
よ

っ

墨

と

蚊

帳

て
重
要
物
産
の
生
産
状
況
を
整
理
す
る
と
、
表
6
の
と
お
り
で
あ
る
。
大

正
元
年

(一九
三
)
と
五
年
の
場
合
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
多
様
な
物
産
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

表5大 正15年(昭 和元)会 社資本金

会 社 別
1万円
未 満

5万 円
未 満

10万 円

未 満

50万 円

未 満

100万 円

未 満

100万 円

以 上

株式会社 4 10 14 10 3

合資会社 2 8 1

合名会社 1 7 6 1

株式合資 1

計 3 19 18 15 10 3

昭和元年度 『奈良市勢一覧』による。

イ

ン
キ

(
大
正
五
年
一
二

万
四
〇
〇
〇
円
)

を

の
ぞ

い

て
、

い
ず

れ

も

そ

の
生

産

価

格

は

六

万

円

以

下

に
と

ど

ま

っ
て
い

る
。

大

正

五
年

、

そ

の

イ

ン
キ
を

ブ

ラ

シ

は

け

 は
じ
め
靴

(西
洋
靴
・和
靴
二

万
五
六
四
〇
円

)

・
ペ
ン
軸

・
巻
煙
草
用
錫
紙

・
硝
子
ビ
ン
類

・
刷
子

・
刷
毛
な
ど
時
代
を
反
映
す
る
新
生
産
品
も
あ
ら
わ

れ
て
い
る
が
、
靴
の
ほ
か
は
、
い
ず
れ
も
生
産
価
格
は

一
万
円
以
下
で
あ
り
、
そ
の
後
も
大
き
く
伸
び
な
か

っ
た
も

の
か
、
大
正
末
年
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表6重 要物産生産状況

大 正 元 年

(1912)

大 正5年

(1916)

大 正14年

(1925)

昭 和 元 年

(1926)

数 量 価 格 数 量 価 格 数 量 価 格 数 量 価 格

墨

筆

織 物

内蚊帳 地※

蚊 帳

漆 器

下 駄

奈 良 人 形
メ リ ヤ ス

莫大小製品

酒

襖 地

瓦 そ の 他

畳 類

刃 物 類

鋤 鍬

箆

器

挺

2,645,000

対

6,553,000

反

614,861

339,295

一

打

104,300

石

3,340

枚

484,000

円

21,600

15,719

457,292

103,998

15,100

112,410

17,576

1,616

挺

13,300,000

本

13,056,000

反

45,726

モ
203,400

個

21,600

打

190,071

石

3,353

個

652,670

畳

8,270

:

円

353,248

313,440

19,591

161,036

54,918

:1:1

648,125

129,660

18,927

9,924

27,950

14,270

挺

16,242,100

対

14,628,600

疋

1,000,790

個

9,254

足

236,750

個

81,200

枚

401,725
畳

19,220
挺

19,850
挺

7,020

個

539,820
個

7,446

円

1,229,368

877,716

383,672

1:1

142,050

121,800

80,345

,...1

39,720

1:1

26,991

18,150

挺

16,984,390

対

15,001,320

張

335,371

憂
267,277

個

72,000

一

纛
7,410,666

円

1,358,751

900,079

1,679,173

206,320

107,203

1:111

599,140

386,210

222,320

※ 蚊帳地内訳 (大正元年) (大正5年)

数 量 価 格 数 量 価 格

綿 蚊 帳 地

片麻蚊帳地

両麻蚊帳地

反

279,050

52,060

8,185

円

81,715

20,824

1,459

綿 蚊 帳 地

麻 蚊 帳 地

反

26,150

19,576

円

7,845

11,746

大正元年 『奈良市統計要覧』、大正5年 調 『奈良市勢一覧』、大正14年度 ・昭和元年度
『奈良市勢一覧』による。
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第三章 奈良市の発展

の
重
要
物
産
に
は
あ
が

っ
て
い
な
い
。

表
6
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
明
治
期

に
ひ
き

つ
づ
き
い
ぜ
ん
と
し
て
墨

・
筆

・
漆
器

・
奈
良
人
形

(
一
刀
彫
)
な
ど

の
伝
統
産
業

の

比
重
が
高
く
、
近
代
産
業
と
い
え
る
も
の
は
蚊
帳
地

・
蚊
帳

の
ほ
か
メ
リ
ヤ
ス
が
目
に
つ
く
程
度
で
あ
る
。

墨

・
筆
と
も
、
習
字
教
育
と
結
び

つ
い
て
順
調
な
発
展
を
示
し

(第
二
章

表
11
・
13
)
、
大
正
末
年
に
蚊
帳

に
抜
か
れ
る
ま

で
は
、
生
産
額

で

圧
倒
的
優
位
を
誇

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
章

の
表
12
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
製
墨
業
は
い
ぜ
ん
と
し
て
職
人
数

一
〇
人
以
下
の
零

細
経
営
が
圧
倒
的
に
多
く
、
伝
統
的
な
手
仕
事

に
よ

っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
古
梅
園
が
い
ち
早
く
会
社
組
織
に
ふ
み
き
り
株

式
会
社
古
梅
園
に
な

っ
た
の
が
目
を
ひ
く
ほ
か

(資
本
金
一

二
万
円

)
、
大
正
九
年
七
月
に
大
日
本
製
墨
株
式
会
社
の
創
設
を

み
た
こ
と
が
特
筆

さ
れ
る
。
同
社
は
、
大
森
徳
兵
衛
ら
市
内

の
有
力
製
墨
家
八
人

に
松
煙
商
宮
武
佐
兵
衛
が
加
わ
り
、
資
本
金
七
〇
万
円
を
も

っ
て
設
立

さ
れ
た
も
の
だ
が

(本
社
西
御
門
町
宮
武
春
園
堂
、
二
年
後
今
辻

子
町
に
営
業
所
と
工
場
を
新
営
し
て
移
転

)
、

一
種
の
企
業
合
同
だ

っ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。
墨
の
製
造

・
販
売

に
と
ど
ま
ら
ず
、

「墨
汁

・
イ
ン
キ

・
絵
具

・
朱
墨
類
の
製
造

・
販
売
、
文
具
の
製
造

・
委
託
販
売
、
原
料
品
の
販
売
」
を
も
事
業
内
容
と
し
、
多
角
経

営
を
目
ざ
し
た
。
創
設
の
翌
年
に
は
、
墨
の
生
産
額
が
県
内
生
産

の
四
〇
鮃
近
く
を
占
め
た
と
い
い
、
す
べ
り
出
し
は
好
調
で
あ

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
の
た
め
、
東
京
方
面

の
得
意
先
か
ら
の
売
掛
金
の
回
収
が
す
す
ま
ず
、
経
営
が
し
だ
い

に
悪
化
、
昭
和
初
年
の
恐
慌
の
あ
お
り
を
う
け
て
苦
境
か
ら
立
ち
直
れ
な
い
ま
ま
、
昭
和
八
年

(一九三三)
に
い
た

っ
て
会
社
は
解
散
と

な

る
。
製
墨
が
機
械
生
産
に
不
向
き
で
人
件
費
の
負
担
が
か
さ
ん
だ
た
め
で
、
量
産
化
の
た
め
利
益
の
大
き
い
上
墨

の
生
産
が
排
除
さ

れ

て
い
っ
た
の
も
、
経
営
を
困
難
に
し
た

一
因
だ

っ
た
と
い
う

(安
彦
勘
吾
『奈

良
の
筆
と
墨
』
)
。

筆
の
業
界
で
の
新
し
い
動
き
は
な
く
、
大
正
十
四
年
、
あ
か
し
や
が
株
式
会
社
あ
か
し
や
商
店
に
な

っ
た
こ
と
ぐ

ら
い
で
あ
る
。

大
戦
景
気
で
大
き
く
伸
び
た
の
は
蚊
帳
で
あ

っ
た
。
朝
鮮

・
台
湾
は
も
と
よ
り
中
国

へ
の
輸
出
が
ふ
え
、
大
戦
後

は
東
南

ア
ジ

ア
か

ら
ア
フ
リ
カ
へ
も
販
路
が
ひ
ろ
が

っ
た
。
大
正
十
年

(
一九三
)
に
は
県
下

の
蚊
帳
地

の
生
産
額
が

一
〇
〇
万
疋
を
突

破
、
明
治
末
年
に
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比

べ
て
倍
増
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な

っ
て
、
奈
良
市
の
蚊
帳
も
急
速
に
生
産
を
伸
ば
し
、
大
正
末
年
に
は
筆

・
墨
を
お
さ
え
て
生
産
額

が
第

一
位
と
な
り
、
全
国

一
の
生
産
を
誇
る
よ
う
に
な

っ
た
。
急
増
す
る
需
要
に
応
じ
る
た
め
、
染
織

・
織
布
部
門

に
比
べ
て
遅
れ
て

い
た
縫
製

(仕
立
)
部
門
で
も
ミ
シ
ン
縫
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ミ
シ
ン
縫
い
は
大
正
の
は
じ
め
紀
寺
町

の
中
尾
楢
次
郎

に

よ

っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
普
及
す
る
の
は
、
大
正
十
三
年
に
同
業
組
合
が
講
習
会
を
開
い
て
、
手
縫
い
か
ら
ミ
シ
ン
縫
い
へ

の
教
授
を
は
か

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
業
者
の
多
く
は
、
十
数
台
か
ら
数
十
台
の
ミ
シ
ン
を
備
え
た
工
場
に
縫
工
を
雇

っ
て
大
々
的
に
裁

断

・
縫
製

に
し
た
が
う
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
賃
縫
い
に
よ

っ
て
仕
立
て
ら
れ
る
蚊
帳
も
少
な
く
な
く
、
奈
良

の
ま
ち
の
あ
ち
こ

ち

で
、
内
職

に
賃
縫
い
の
ミ
シ
ン
を
踏
む
音
が
聞
か
れ
た
。
な
お
、
大
正
七
年
に
で
き
た
日
本
絖
麻
株
式
会
社
で
は
、
絖
麻

麻
の

よ
う
な
光
沢
を

つ
け
た
木
綿
糸

を
使

っ
た
蚊
帳
地
の
生
産
に
あ
た
っ
た
。

大
正
期
を
迎
え
て
、
農
業
の
商
品
経
済
化
は
い
ち
だ
ん
と
す
す
ん
だ
。
奈
良
市
近
郊
の
村
々
で
も
、
農
民
が
商
品

経
済
に
ま
き
こ
ま
れ
る
に

つ
れ
て

(衣
料
品
を
は
じ
め
味
噌
醤
油
な
ど
も
自
家
生
産
か
ら
購

入
品
に
か
わ
り
、
魚
肥
の
ほ
か
油
粕
の
購
入
が
ふ
え
た
)、
商
品
性

の
高
い
作
物

の
栽
培
が
増

加
し
た
。

西
部
や
南
部
の
村
々
で
は
、
蔬
菜

の
栽
培
が
さ
か
ん
に
な
り
、
し
だ
い
に
近
郊
農
業
の
色
合
い
を
濃
く
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。
す
で

そ
ら
ま
め

だ
い
こ
ん

き
ゆ
う
り

な

す

ね
ぎ

に
明

治

二

十

三

年

(
天
九
〇)
大

安

寺

村

か

ら
、

米

・
麦

の

ほ

か
蚕

豆

・
蘿

蔔

・
南

瓜

・
西

瓜

・
白

瓜

・
胡

瓜

・
茄

子

・
水

菜

・
葱

な

ど

の
野

菜

類

が

奈

良

町

へ
売

ら

れ

て

い
た

こ
と

が
知

ら

れ

る

が

(
明
治
二
十
二
年
大
安
寺

村

「農
業
調
査
簿
」

)
、

こ

の
時

期

、

奈

良

市

の
西

部

や
南

部

の
村

々

で
も

、
え
ん

市

街

地

向

け

の
蔬

菜

類

の
栽
培

が

し

だ

い

に

さ

か

ん

に

な

っ
た
。

大

正

五

年

市

内

の
農

地

で
も

(
田
畑
は
四
二
八
町
五
反
、
三

八
三
戸
の
農
家
が
あ
っ
た

)
、

右

の

ほ

か

豌

ど
う

さ

さ

げ

さ
と
い
も

に

ん

じ

ん

し
よ
う
が

ま
く
わ
う
り

ふ
き

豆

・
大
豆

・
小
豆

・
大
角
豆

・
甘
藷

・
馬
鈴
薯

・
青
芋

・
胡
蘿
蔔

・
生
薑

・
菜
類

・
甜

瓜

・
蕗
な
ど
の
産
出
が
あ

っ
た
と
い
う
が

(大
正
六
年
『奈

良
市
勢
一班
』
)
、
ど
の
村
で
も
多
か
れ
少
な
か
れ
都
市
向
け
に
こ
う
し
た
蔬
菜
類
の
栽
培
が
す
す
ん
だ
と
み
ら
れ
る
。
大
正
元
年

(一九
;

三
万
六
八
三
五
人
だ

っ
た
奈
良
市
の
人
口
は
、
五
年
に
は
四
万
三
九
五
〇
人
と
急
増
、
市
制
施
行
当
時
の

一
・
五
倍

に
な
り
、
そ
の
後

近

郊

農

業

の

展

開
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も
ふ
え

つ
づ
け
て
十
五
年

(一九
二六)
に
は
五
万
三
九
九
人
に
な
る

(倣
讎
机
ポ
獣
籠
叶
匸
嘛
飜
)。
販
売
先
は
奈
良

の
市
街
地

に
限
ら
れ
な
か

っ

た
だ
ろ
う
が
、
人
口
の
増
加
に

つ
れ
て
蔬
菜
の
需
要
が
ふ
え
、
近
郊
農
業
の
色
合
い
を
強
め
て
い
っ
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
新
し
く
登
場
し
て
き
た
蔬
菜
の

一
つ
に
玉
ネ
ギ
が
あ

っ
た
。
明
治
四
十
年

(一九〇七)
ご
ろ
の
こ
と
、

辰
市
村
の
村
長
小

西
民
蔵
ら
が
、
裏
作
の
麦
に
代
わ
る
商
品
性
の
高
い
蔬
菜
と
し
て
泉
南
地
方
の
玉
ネ
ギ
栽
培
に
着
目
、
田
尻
村

(現
大
阪
府
泉

南
郡
田
尻
町
)
吉
見

の

大
門
広
太
郎
を
訪
ね
、

一
合
ば
か
り
の
種
子
を
譲
り
う
け
て
栽
培
し
た
の
が
、
そ
の
始
ま
り
だ

っ
た
と
い
う
。
当
初
は
球
も
二
〇
～
四

〇
匁

(七
五
～
一

五
〇
醪

)
と
小
さ
く
、
い
ま
と
ち
が

っ
て
需
要
も

一
般
的
で
な
か

っ
た
。
販
路
は
奈
良
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
売
行
き
が
は
か

ば

か
し
く
な
く
、
時
に
は
奈
良
ホ
テ
ル
へ
持
ち
こ
ん
だ
り
し
た
。
そ
の
後
小
西
を
中
心
に
有
志
七
人
が

「奨
農
会
」

を
結
成
し
て
栽
培

研
究
に
努
め
る
と
と
も
に
、
農
事
試
験
場
か
ら
海
老
瀬
技
師
を
招
い
て
採
種
技
術
を
学
び
、
母
球
や
種
子
の
生
産
販
売

に
も
力
を
注

い

だ
。
年
間
四
～
五
斗
の
種
子
が
と
れ
、
北
海
道
方
面
に
送

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。
や
が
て
大
衆
向
蔬
菜
と
し

て
玉
ネ
ギ
の
需
要

が
ふ
え
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
栽
培
は
年
と
と
も
に
さ
か
ん
に
な
り
、
辰
市
村

で
は
昭
和
初
年

に
栽
培
面
積

一
〇
町
歩

(約
九
・

九
診

)
余
、
約

一
〇
万
貫

(約
三
七

五
トン
)
の
生
産
を
あ
げ
て
特
産
の
名
を
得
る
ま
で
に
な

っ
た
。
販
路
も
ひ
ろ
が
り
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
大
阪

・
京
都
か

ら
福
井
県
方
面
に
も
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

(
『辰
市

村
史
』
)
。

お
も
て
さ
く

第

一
次
世
界
大
戦
後
の
こ
ろ
か
ら
、
水
田
の
表

作
に
西
瓜
が
と
り
い
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
換
金
作
物
と

し
て
の
西
瓜

の
栽

培

は
、
明
治
三
十
年
代
奈
良
盆
地
の
中
央
部
に
始
ま
り
、
明
治
四
十
二
年

(充
〇九)
農
事
試
験
場
が
改
良
を
加
え
て
か

ら
大
和
西
瓜
と

し

て
そ
の
栽
培
が
広
ま

っ
た
が
、

こ
の
こ
ろ
奈
良
市
近
郊

に
も
及
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
昭
和
の

は
じ
あ
に
は
富
雄
村

・
都
跡
村

・
東
市
村

に
出
荷
組
合
が
で
き
て
い
る
し
、
帯
解
村

で
は
、
昭
和
三
年

(一九二八)
米

・
麦

・
マ
ユ
に
つ

ぐ
生
産
額
を
あ
げ
、
茶

の
そ
れ
を
凌
駕
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る

(
『帯
解
町

郷
土
誌
』
)
。

富
雄
村
で
は
、
大
正
の
末
年
、
河
内
堅
上

(現
柏
原
市
)

の
増
井
宗
三
郎
が
三
碓
に
移
住
し
、
丘
陵
地
を
利
用
し
て
ブ

ド
ウ
の
栽
培
を
は
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じ

め

て

い

る
。

品

種

は

デ

ラ

ウ

ェ
ア
、

近

隣

に
も

す

す

め

て
昭
和

三
年

(
一九
二
八
)
ご

ろ

に

は
五

町

歩

(爛
瑚
か
)

の
ブ

ド

ウ

園

が

で
き

、

京

阪

神

に
出

荷

す

る
と

と

も

に

一
五

〇

石

(約
二
七

9
丶
キ
r)

ば

か

り

の
ブ

ド

ウ
酒

も

つ
く

る

よ

う

に
な

る
。

な

お
、

石

木

あ

た

り

で

は
、

昭

和

ノ

ロ

初
年
か
ら
イ
チ
ゴ
の
栽
培
が
始
ま
る

(
『富
雄

町
史
』
)。

副
業
と
し
て
ひ
き

つ
づ
き
茶
の
栽
培
が
あ
り
、
平
城
村
で
は
大
正
三
年

(一九
西
)
に
茶
園
三
九
町

(欄
憧
伽
)
、
翌
年

に
は
製
茶
戸
数

三

一
四
戸
を
数
え
、
こ
の
こ
ろ
が
最
盛
期
だ

っ
た
が
、
そ
の
後
茶
園
は
し
だ
い
に
桑
園
に
転
じ
、
製
茶
よ
り
も
養
蚕

が
さ
か
ん
に
な
る

(
『平
城

村
史
』
)
。
帯
解
村
に
つ
い
て
も
、
「大
正
時
代
末
よ
り
養
蚕
が
盛
に
な

っ
て
か
ら
茶
の
方
が
次
第
に
お
と
ろ
え
、
茶
畑
は
桑
畑
と
変
じ

た
」
と
あ
る

(
『帯
解
町

郷
土
誌
』
)。

東
部
山
間
地
域
で
も
、
茶
畑
か
ら
桑
畑

へ
、
製
茶
か
ら
養
蚕

へ
と
し
だ
い
に
そ
の
比
重
を
移
し
て
い
っ
た
。
狭
川
村

で
は
、
大
正
六

年

(一九
一七)、
茶
の
生
産
額
が
減
少
、
養
蚕
が
村
内
副
業
の
第

一
位
を
占
あ
る
よ
う
に
な

っ
た
し

(椙
讖
馴
)
、
大
柳
生
村

の
阪
原

・
大
柳

生

で
も
、
大
正
の
は
じ
め
機
械
製
茶
が
始
ま

っ
た
こ
ろ
か
ら
、
茶
園
が
桑
畑
に
切
り
か
え
ら
れ
て
養
蚕
が
発
展

(
『大
柳
生

村
史
』

)
、
束
里
村

で
も
か
な
り
茶
が
栽
培
さ
れ
、
大
正
三
年
に
は
須
川
に
製
茶
組
合
講
習
所
が
で
き
た
り
し
た
が
、

一
〇
年
ほ
ど
す
る
と
姿
を
消
し
、
代

わ

っ
て
養
蚕
業
が
さ
か
ん
に
な
り
、
須
川
の
製
糸
工
場

(明
治
三
十
三
年
ご
ろ
設

立
、
昭
和
六
年
閉
鎖

)
は
同
八
年
ご
ろ
に
全
盛
期
を
迎
え
た
と

い
う

(槝
鰊
哩
)
。

た
だ
、
田
原
村
だ
け
は
こ
れ
ら
の
村
と
歩
み
を
異
に
し
た
。
大
正
五
年
、
茶
業
に
従
う
農
家
三
四
〇
戸

に
対
し
養
蚕
農
家
は
わ
ず
か

に
二
六
戸
、
そ
の
後
も
養
蚕
業
が
茶
業
に
と

っ
て
か
わ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
明
治
三
十
七
年

(
一九〇四)
此
瀬
の
井
久
保
楳
治
郎
に
よ
っ

て
機
械
製
茶
が
導
入
さ
れ
、
明
治
末
年
に
製
茶
伝
習
所
が
置
か
れ
る
な
ど
、
県
下
茶
業
の
先
進
地
だ

っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
堅
実
な
村

民
性
が
、
利
益
は
大
き
い
も
の
の
繭
の
価
格
変
動
が
大
き
く
不
安
定
な
養
蚕
業
よ
り
も
、
利
は
薄
く
と
も
安
全
度
の
大
き
な
茶
業
を
選

ん
だ
た
め
だ
と
い
う
。
昭
和
天
皇
の
即
位
式
典

(昭
和
三
年

十
一月

)
の
節
、
県
内
農
産
物
の
う
ち
錫
壷
に
入
れ
た
二
〇
〇
曜
フ
の
田
原
茶

(煎
茶
)

だ
け
が
唯

一
買
上
げ
の
名
誉
を
得
た
と
伝
え
る

(
『田
原

村
史
』
)。
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東
部
山
間
部
で
も
、

一
部
で
奈
良
市
内
向
げ
の
蔬
菜
も

つ
く
ら
れ
た
が
、
奈
良
や
大
阪
な
ど
へ
の
都
市
に
向
け
て
の
薪
炭
の
生
産
が

さ
か
ん
で
あ

っ
た
。
柳
生
村
で
は
、
米
麦
に
つ
ぐ
重
要
生
産
物
だ

っ
た
と
い
う
。

き
ゆ
う
り

特
産
的
な
蔬
菜
類
と
し
て
柳
生
村
や
大
柳
生
村
で
の
秋
胡
瓜

の
栽
培
が
あ

っ
た
。
大
柳
生
村

の
場
合
は
、
明
治
の
末
年
に
笠
置
の
桐

山
か
ら
導
入
し
た
と
伝
え
、
柿
と
と
も
に
笠
置
駅
に
運
ば
れ
た

(
『大
柳
生

村
史
』

)
。
昭
和
の
は
じ
め

に
は
添
上
特
産
胡
瓜

の
ラ
ベ
ル
を
貼

っ

て
、
出
荷
組
合
が
大
阪
の
木
津
市
場

へ
出
荷
す
る
よ
う
に
な
る
。
東
里
村

で
は
、
大
正
十
二
年
須
川
の
岡
田
庄
市
郎

が
花
丸
胡
瓜
を
導

入
、
昭
和
を
迎
え
て
水
田
に
も
栽
培
が
ひ
ろ
が

っ
た
。
須
川
園
芸
組
合

(昭
和
二

年
結
成
)
を
通
じ
て
共
同
出
荷
、
須
川

の
花
丸
胡
瓜
と
し
て
大

阪

の
市
場
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
大
正
期
に
、
奈
良
阪

・
束
里

・
狭
川
の
シ
ョ
ウ
ガ
、
束
里
の
山

ワ
サ
ビ
が
大
阪
方
面

で
珍
重
さ
れ
、
平
坦
部
の
平
城
村
で
も
歌
姫
の
大
根

・
た
け
の
こ
、
中
山
の
う
ど
な
ど
が
有
名
で
あ

っ
た
。
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大

正

期

を
迎

え

て
、

電

灯

・
電

話

・
ガ

ス

・
上

水

道

な

ど

が

し

だ

い

に
普

及

す

る
よ

う

に
な

っ
た

。

上

水

道

に

つ

電

灯

い

て
は
、

す

で
に

の

べ
た

の

で

(
第
三
章

第
一
節
)
、

こ

こ

で
は
電

灯

・
電

話

・
ガ

ス
に

つ
い

て
み

て
お

く

こ
と

に

し

よ

う
。

あ
ん
ど
ん

こ
の
う
ち
、
も

っ
と
も
早
く

つ
い
た
の
は
電
灯

で
あ

っ
た
。
家
庭
の
灯
火
は
、
明
治
に
な

っ
て
行
灯
か
ら
石
油
ラ
ン
プ
に
移

っ
た
が
、

や
が
て
電
灯
が
登
場
し
て
き
た
。
わ
が
国
で
の
電
灯
は
、
明
治
十

一
年

(天
宍
)
電
信
中
央
局
の
開
業
祝
賀
会
で
電

池
を
用
い
て
点
灯

さ
れ
た
ア
ー
ク
灯
が
最
初
で
あ
る
が
、
白
熱
電
灯
は
、
東
京
銀
行
集
会
所
開
業
式
で
十
八
年
に
点
灯
し
た
の
が
は
じ
め
で
、
そ
の
企
業

化

は
、
十
九
年
に
開
業
し
た
東
京
電
灯
会
社
が
需
要
者
の
求
め
に
応
じ
て
移
動
発
電
機
を
運
ん
だ
と
い
う
。
翌
二
十
年
に
日
本
橋
に
火

力
発
電
所
を

つ
く

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
以
後
、
京
都

・
大
阪

・
神
戸
な
ど
主
要
都
市
に
電
灯
会
社
が
設
立
さ
れ
て
い
く
が
、
奈
良
に
電
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灯
会
社
が
で
き
た
の
は
二
十
七
年

(
天
九四)
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
奈
良
電
灯
株
式
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
前
年
十
二
月
に
創
立
を
申
迚唄

翌
年

一
月
に
認
可
を
う
け
、
資
本
金
五
万
円
で
五
月
に
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る

(奈
良
町

高
天

)
。

会
社
創
立
の
諸
事
情
や
配
電
の
状
況
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は

っ
き
り
し
な
い
が
、
石
炭
を
燃
料
と
す
る
火
力
発
電

で
、
そ
の
石
炭
が

開
通
し
た
ば
か
り
の
大
阪
鉄
道

(明
治
二
十
五
年
、
奈

良
～
湊
町
間
開
通

)
に
よ
る
貨
車
輸
送
に
よ

っ
て
い
た
こ
と
は
こ
と
わ
る
ま
で
も
な

い
。
と
こ
ろ
が
、

日
清
戦
争
の
あ
と
石
炭
の
価
格
が
高
騰
し
、

コ
ス
ト
の
高
い
火
力
発
電
は
不
合
理
と
な

っ
て
き
た
。
そ
れ
ま
で
は
建
設
費
が
安
く
、
建

設
期
間
も
短
く
て
す
む
火
力
発
電
所
の
増
設
で
、
ふ
え

つ
づ
け
る
電
灯
需
要
を
ま
か
な

っ
て
き
た
が
、
日
露
戦
争
後

は
、
水
力
発
電
が

主
流
に
な

っ
て
い
っ
た
。

明
治
三
十
八
年

(
一九〇五)
十

一
月
、
木
津
川
支
流
の
布
目
川

・
白
砂
川
の
水
利
権
を
得
た
関
西
水
力
電
気
株
式
会

社
が
設
立
さ
れ
、

こ
の
と
き
、
同
社
は
奈
良
電
灯
の
営
業
権
を
譲
り
う
け
た
。
関
西
水
力
電
気
は
、
明
治
四
十
年
、
白
砂
川

・
布
目
川
両
発
電
所

(各
三
〇

〇
キ。
)

を
完
成
す
る
が
、
四
十
四
年
三
月
に
は
初
瀬
水
力
電
気

(明
治
四
十

二
年
設
立
)
を
合
併
し
て
配
電
区
域
を
ひ
ろ
げ
た
。
そ
の
の
ち
、
同
社
は
大
正

十
年

(
一九三
)
に
名
古
屋
電
灯
を
合
併
し
て
関
西
電
気
と
改
称
、
さ
ら
に
翌
十

一
年
六
月
に
は
東
邦
電
力
株
式
会
社
と
な
る
。

昭
和
五
年

(
一九三〇)
五
月
に
は
東
邦
電
力
の
奈
良
支
店
分

は
合
同
電
気

(撤
就
働
關
蹶
貅
助
孀
嘛
硬
犯
樋
駘
洞
黼
糲
泉
融
劬
鐸
褞
筋
㌫
儺
の
)

の
配
電
区

域
と
な

っ
た
。
昭
和
十
二
年

(
一九
三七)
に
な
る
と
、
す
で
に
奈
良
県
内

一
円
に
配
電
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
合
同
電
気
が
、
東
邦
電

力

に
合
併
さ
れ
た
か
ら
、
奈
良
支
店
は
ふ
た
た
び
東
邦
電
力
の
看
板
を
か
か
げ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
戦
時
下
の
国

策

で
昭
和
十
七
年

(
一九
四一一)
に
は
、
主
と
し
て
関
西
地
域
を
担
当
す
る
関
西
配
電
株
式
会
社
を
設
立
し
、
近
畿
各
地

の
電
力
会
社
は
統

合
さ
れ
て
い
る

(昭
和
二
十
六
年

に
は
関
西
電
力
)
。

と
こ
ろ
で
、
奈
良
電
灯
会
社
が
営
業
を
は
じ
め
た
と
き
、
ど
れ
だ
け
の
家
に
電
灯
が

つ
い
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
火
力
発
電
か

ら
水
力
発
電
に
か
わ

っ
て
電
灯
料
金
が
下
が

っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
大
正
を
迎
え
る
こ
ろ
か
ら
電
灯
は
急
速
に
普
及
し
て
い
っ
た
も
の
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と
み
ら
れ
る
。
表
7

・
表
8
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
正
五
年

(一九
エハ)
に
は
す
で
に
五
六
七
四
戸
、
全
戸
数
の
約
七

二
鮃

に
ゆ
き
わ

た

っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
奈
良
市
全
体
に
電
灯
が
普
及
す
る
の
は
大
正
末
年
ご
ろ
と
み
て
よ
い

の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
三
条
町
有
文
書
の
な
か
の

「伝
光
寺
字
子
守
井
手
改
修
ノ
件
」
に

「明
治
四
十

　　
　

一
年
五
月
、
三
条
池
伝
光
寺
井
手

ノ
西

二
通
ズ

ル
川
敷
ノ
地
上

二
営
業
用
電
気
機
械
ヲ
据

付

ケ
ル
…
…
」
と
あ
る
。
花
尾
捨
吉
と
い
う
人
が
、
伝
香
寺
井
手
の
西
の
川
堤
に
勝
手
に

営
業
用
の
電
気
機
械
を
設
置
し
て
い
た
の
で
撤
去
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
機

械

で
、
ど
れ
だ
け
の
効
用
が
あ

っ
た
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
電
気
を
個
人
で
発
電
利
用
す

る
人
も
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
さ
ら
に
、
大
正
十
年

(一九
三
)、
奈
良
市

の
上
水
道
給
水
開
始
時

に
は
関
西
水
力

電
気
会
社
か
ら
電
力
の
供
給
を
う
け
て
木
津
川
か
ら
の
取
水
や
奈
良
阪
を

こ
え
る
ポ
ン
プ

ア

ッ
プ
に
利
用
し
て
い
た
が
、
そ
の
電
力

料
金
が
か
さ
む
と
い
う
の
で
、
市
営
の
発

電
所
を

つ
く
る
計
画
も
議
に
の
ぼ

っ
た
。

そ
の
の
ち
も
こ
れ
は
話
題
に
な

っ
た
が
、

具
体
化
す
る
こ
と
な
く
消
え
た
。

大
正
も
終
わ
り
ご
ろ
の
こ
と
、
東
邦
電

気
奈
良
支
店
で
は
、
三
条
町
の
西
瓜
畑

一

表7奈 良市年次別戸数

年 次 戸 数

大正5年 7,901

大正8年 8,261

大正9年 8,204

大正14年 10,371

昭和5年 11,013

昭和10年 12,716

昭和11年 12,580

各年次 『統計なら』

表8電 灯 ・電力需要状況

大正5年 大正9年 大正15年 昭和4年 昭和10年

戸 戸 戸 戸 戸

電 需要戸数 5,674 7,683 11,391 11,463 12,574
個 個 個 個

灯 灯 数 17,014 86,738 59,304 70,673

戸

電 動 力 72
馬力 馬力 馬力 馬力

力 馬 力 250 838 531 900.

戸 戸 戸 戸 戸
全 戸 数 7,901 8,204 10,286 11,013 12,580

各年次 『奈良市勢要覧』から作成
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反
歩
に
電
球
応
用
の
夜
間
照
明
で
、
促
成
栽
培

の
実
験
工
事
を
は
じ
め
て
い
る

(
『大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正

十
四
年
六
月
十
一日
付

)
。
今
日
の
電

照
栽
培

の
先
駆
と

い
え
よ
う
が
、
あ
と
の
こ
と
は
記
事

に
な
い
。

日
本
に
電
話
が
輸
入
さ
れ
た
の
は
、
ベ
ル
が
電
話
を
発
明
し
た
翌
明
治
十
年

(天
喜
)
の
こ
と

で
あ

っ
た
。

は
じ

電

話

め
官
庁
な
ど
で
試
験
的

に
使
用
さ
れ
た
が
、
二
十
三
年
十
二
月
か
ら
東
京
～
横
浜
胤
で
交
換
業
務
が
開
始
さ
れ
、

三
十
二
年
に
は
東
京
～
大
阪
間
に
長
距
離
電
話
も
開
通
し
た
。
奈
良
で
の
電
話
の
は
じ
ま
り
は
か
な
り
遅
れ
、
三
十
六
年

(
一九〇三
)
六

月

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
奈
良
郵
便
局

に
電
話
所
が
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
電
話
は
郵
便
局
相
互
の
連
絡
が
お
も
で
、
と

き

に
は
近
府
県
の
既
設
電
話

の
よ
び
出
し
に
も
用
い
ら
れ
た
ら
し
い
。

そ
の
の
ち
三
十
九
年
か
ら
は
実
業
協
会
が
電
話
の
架
設
促
進
と
加
入
者
予
約
に
努
力
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
翌
四
十
年

(
一九〇七
)
十

月
八
日
か
ら
加
入
申
し
込
み
の
受
け
付
け
が
開
始
さ
れ
た
。
翌
四
十

一
年
三
月
末
、
二
〇
四
件

(二
【六
と

も
い
う

)
の
申
し
込
み
を
う
け

て
、

電
話
交
換
が
は
じ
め
ら
れ
た
。
よ
う
や
く
市
内
に
電
話
が
開
通
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
電
話
番
号
は
、
奈
良
県
庁
が

一
番
、
奈

良
市
役
所
が
二
番
、
実
業
協
会
が
三
番
、
四
番
が
古
梅
園
、
五
番
が
木
本
源
吉
、
六
番
奈
良
駅
、
七
番
地
方
裁
判
所
、
八
番
知
事
官
企
只

九
番
警
察
部
長
官
舎
、
十
番
奈
良
警
察
と

つ
づ
い
た
。

は
じ
め
の
加
入
区
域
は
旧
奈
良
町
内
と
法
蓮
だ
け
で
、
市
内
で
も
紀
寺

・
京
終
な
ど
は
特
別
加
入
区
域
に
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
同
年
中
に
は
県
内
各
地
、
た
と
え
ば
高
田

・
御
所

・
上
市

・
下
市

・
八
木

・
丹
波
市

・
田
原
本

・
桜
井
の
八
局
と
も
通
話
が
可

能

に
な
り
、
そ
の
区
域
は
し
だ
い
に
拡
大
し
、
遠
隔
地
の
東
京

へ
も
長
距
離
通
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

通
話
開
始
か
ら
、
ほ
ぼ

一
年
半
た
っ
た
四
十
二
年
九
月
、
奈
良
郵
便
局
は
電
話
増
設
の
受
け
付
け
を
し
た
が
、
新
規
申
し
込
み
は
六

九
、
全
加
入
者
は
二
八
八
と
な

っ
た
が
こ
れ
は
市
内
の

一
八
戸
に

一
台
の
割
り
あ
い
だ

っ
た
と
い
う
。

利
用
状
況
を
み
る
と
、
明
治
四
十
年
、
ま
だ
市
内
電
話
の
な
か

っ
た
電
話
所
の
こ
ろ
、
年
間
通
話
回
数
八
七
四
〇
回
、
通
話
時
間
七
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六
七
時
間
余
、
電
話
料

一
六
六
七
円
余
に
す
ぎ
な
か

っ
た
の
が
、
四
十
二
年

に
は
通
話
回
数
二
万
七
五
七

一
回
、
通
話
時
間
二
五
五

一

時
間
、
電
話
料
四
九
五
九
円
余
と
飛
躍
的
な
増
大
ぶ
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
奈
良
市
内
に
電
話
が
開
通
し
た
当
初
は
市
内
交
換
台
が
三
台
、
交
換
手
は
八
人

で
あ

っ
た
。

一
日
の
交
換
回
数
が
平
均

一
〇
回
と
い
う
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
ゆ

っ
た
り
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。
明
治
四
十
二
年

に
は

一
日
平
均
七
五
回
の
交
換

と
な
り
、
交
換
手

も

一
八
人
に
ふ
え
て
い
る
。
明
治
四
十
四
年

(
一九
二
)
に
な
る
と
、
県
内

の
電
話
交
換
局
は
二
五
、
加
入
者

一
五
〇

〇
人
、
電
話
線
総

延
長
八
〇
キ
。
に
な

っ
た
か
ら
、
こ
れ
を
当
時
の
新
聞
は

「
驚
く
べ
き
通
信
網
の
発
達
」
と
書

い
て
い
る
。
明
治
末

の
人
た
ち
の
実
感
を

あ

ら
わ
し
て
い
る
よ
う
だ
。

い

っ
ぽ
う
、
は
じ
め
自
動
電
話
所
と
よ
ば
れ
た
公
衆
電
話
の
開
設
は
、
市
内
に
電
話
が
開
通
し
た
直
後

の
四
十

一
年

(一九〇八
)
十

一

月

三
日
で
あ

っ
た
。
国
鉄

(臓
J
)
奈
良
駅
構
内
に
設
置
さ
れ
た
の
が
は
じ
め
で
あ
る
。
四
十
四
年
四
月
に
な
る
と
、
大
仏
殿
前
に
臨

時
自
動
電
話
所
が
開
設
さ
れ
た
。
観
光
客
の
多

い
三
月
か
ら
五
月
と
、
十
月

第三章 奈良市の発展

鑞鹸覊

東向停留所前の公衆電話

か
ら
十

一
月
の
春
秋
二
回
の
設
置
で
あ

っ
た
が
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
か

っ

た
よ
う
で
、
大
正
三
年

(
一九
西
)
に
は
物
産
陳
列
所
前
に
、

さ
ら
に
は
大
正

五
年
に
は
三
笠
山
麓
に
移
し
て
、
や
は
り
春
秋
二
回
だ
け
開
設
し
て
い
る
。

さ
き
の
国
鉄
奈
良
駅
構
内
の
は
常
設
だ

っ
た
が
、
大
正
三
年
十

一
月
、
大
軌

東
向
停
留
場
ま
え
に
臨
時
に
設
置
さ
れ
た
も
の
が
、
同
六
年
七
月
か
ら
常
設

に
な

っ
た
。
こ
れ
で
、
大
正
時
代
、
奈
良
市
内
の
公
衆
電
話
は
二
か
所
に
あ

っ

た
こ
と
に
な
る
。

大
正

に
な

っ
て
、
電
話

の
普
及
は
い
っ
そ
う
す
す
ん

だ
。

大
正
七
年
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(一九
天
)
五
月
、
県
公
会
堂
で
お
こ
な
わ
れ
た
電
話
開
通

一
〇
周
年
祝
賀

会

の
と
き
に
は
、
市
内
の
電
話
加
入
者
は
、
最
初
の
三
倍
を
こ
え
る
六
八

九
台

(六
六
八
台
の

記
録
も
あ
る
)

で
、
ほ
か
に
加
入
申
し
込
み
中

の
人
は

=
二
二
と
新

聞
は
報
じ
て
い
る
。
電
話
局
の
規
模
も
市
内
交
換
台
が
九
台
、
市
外
交
換

台
が
四
台
、
あ
わ
せ
て

=
二
台
と
な
り
、
交
換
手
は
三

四
人
に
ふ
え
て
い

る
。
市
外
の
回
線
は

一
回
線
か
ら
は
じ
ま

っ
た
が
、

一
四
回
線
に
な
り
、

一
日
の
平
均
市
外
通
話
数
も
四
六
回
か
ら
二
五
〇
回
に
激
増
し
た
と
い
う
。

当
時
は
、
交
換
手
を
手
動
式
の
ベ
ル
で
よ
び
出
し
て
番
号
を
告
げ
る
方
式

で
、
交
換
手
に
は
女
性
が
採
用
さ
れ
、
和
服
に
袴
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
全
国
共
通
で
あ

っ
た
。

大
正
九
年
度
は
架
設
予
定
三
〇
台
に
対
し
、
申
し
込
み
は

一
五
三
人
と
多
く
、
抽
せ
ん
に
よ
る
割
り
あ
て
と
な

っ
た
。
十
二
年
度
の

割
り
あ
て
三
〇
台
も
抽
せ
ん
で
、

こ
の
ば
あ
い
寄
付

=

○
円
が
必
要
で
あ

っ
た
。
増
加
す
る
電
話
に
対
応
す
る
た
め
、
奈
良
郵
便
局

で
は
同
年
に
電
話
分
室
を
設
置
し
て
い
る
。
大
正
も
終
わ
り
の
十
四
年
五
月
、
『
奈

良
新
聞
』
は
、

こ
の
年

の
電
話
申
込
み
受
付
け
は

=

○
台
、
現
在
九
〇
〇
番
ま
で

の
普
及
で
あ
る
と
報
じ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
五
年

(
一九三〇)
五
月

の
記
事

に
、

「不
況
の
た
あ
電
話
の
申
し
込
み
は
少
な
い
」
と
あ
る
。

昭
和
十
年

(一九三五)
の

『奈
良
県
電
話
番
号
簿
』
(翻
翩
魁
構
士
朝
肆
軸
顛
雛
默
獗
灘
)

に
よ

る
と
、
市
内
電
話
番
号
は

一
七
四
八
番

(
こ
の
番
号
は
市

秘
書
課
長
宅

)
ま
で
あ
る
。
局
用
電
話
は

一

三
あ
り
、
そ
の
う
ち
電
話
交
換

の
申
告
用
は
○
番
、
電
話
通
話
取
扱
局
と
し
て
、
番

表9電 話加入者状況

大正5年 ～昭和10年まで

年 度 電話加入者

戸

大正5年 664

大正8年 710

大正9年 744

大正14年 1,039

昭和5年 1,549

昭和10年 1,766

各年次の 『奈良市勢要覧』から作成
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昭和10年の電話帳

外

一
が
奈
良
郵
便
局
、
番
外
二
は
奈
良
高
畑
郵
便
局
と
な

っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
公
衆
電

話
機
設
置
場
所
は
、
さ
き
の
奈
良
駅
構
内

(公
衆一
)
、
大
軌
電
車
東
向
停
留
所
構
内

(鯲
衆
)

に
引
き

つ
づ
い
て
、
京
終
駅
構
内
、
猿
沢
池
東
畔
、
大
仏
殿
市
街
自
動
車
駐
車
場
前
、
大

軌
油
阪
停
留
所
前
の
六
番
ま
で
に
ふ
え
て
い
る
。

な
お
、
富
雄
郵
便
局
扱
い
は
局
用
三
、
大
軌
あ
や
め
池
駅
前
に
公
衆

一
、
加
入
は
六
四

で
あ
る
。
帯
解
郵
便
局
扱
い
の
加
入
は
四
二
、
茗
荷
郵
便
局

(
旧
田
原
村
)

内

の
加
入
は
九
、

都
跡
郵
便
局
内
の
加
入
二

一
、
柳
生
郵
便
局
内
の
加
入

=
二
と
な

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の

村
役
場
も
番
号
は

一
で
あ
る
が
、
都
跡
村
役
場
は
二
〇
番
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
旧
大
安
寺

・

東
市

・
明
治

・
辰
市
の
各
村
は
奈
良
局
管
内
番
号
で
あ

っ
た
。

わ
が
国
の
ガ
ス
事
業
は
、
明
治
五
年

(
天
七
二)
街
灯
用
に
横
浜

で
開

設
さ
れ
た
横
浜
石
炭
瓦
斯
製
造
所

に
は
じ
ま
る
。
七
年
に
東
京

・
神

奈

良

ガ

ス

の

創

立

戸

で
も
ガ

ス
に
よ
る
街
灯
が

つ
く
が
、

一
般
に
ガ
ス
事
業
が
さ
か
ん
に
な
る
の
は
、
日
露
戦
争

(一九〇四～
一九〇五)
後

の
こ
と

で
あ

っ
た
。

当
時
は
灯
火
用
が
主
で
あ

っ
た
が
、
全
国
の
中
小
都
市
で
、
ガ
ス
会
社

の
設
立
が
相

つ
い
だ
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
名
古
屋
方
面
の

ガ

ス
会
社
と
九
州
の
日
本
ガ
ス
の
発
展
が
目
ざ
ま
し
か

っ
た
。

こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
で
、
奈
良
に
も
ガ
ス
会
社
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
四
十
三
年

(
充
δ
)、
名

古
屋
ガ

ス
の
代
表

四
人
と
奈
良
市
の
有
志
九
人
が
発
起
人

に
な

っ
て
ガ
ス
事
業
の
許
可
申
請
を
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て
東
京
系

・
大
阪

系

の
会
社
か
ら
も
事
業
申
請
が
出

て
、
三
社
競
願
の
か
た
ち
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
若
林
賚
蔵
奈
良
県
知
事
が
あ

っ
せ
ん
の
労
を
と

っ

た
結
果
、
そ
の
先
願
権
が
尊
重
さ
れ
た
。
同
年
四
月
九
日
、
市
内
角
振
町
丸
屋
亭
で
三
者
が
会
同
、
東
京
派
が
事
業

を
断
念
、
大
阪
系
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ガス灯

 

は

奈

良

派

に
合

流

し

て
共

同

経
営

と

す

る

こ

と

で
円

満

解

決

し

た

。

あ

ら

た

め

て
奈

良

瓦

斯

株

式

会

社

の
設

立

を

申

請

、

そ

の
認

可

を

う

け

た

(
こ
の
こ
ろ
は
ガ
ス
法
が
な
く
、

知
事
の
許
可
で
よ
加
っ
た

)
。

数

か
月

の

奈良 ガス(藤 井辰三氏蔵)

奈良 ガス本社(大 阪ガス株式会社蔵)

 

準
備
を
経
て
同
年
十
二
月
十
六
日
に
は
菩
提
町
菊
水
楼
で
創
立
総
会
を
開
い
て
い
る
。
会
社
の
資
本
金
は
五
〇
万
円
、
社
長
に
は
奈
良

市

の
関
藤
次
郎
が
就
任
し
た
。

会
社

の
位
置
は
、
は
じ
め
、
い
ま
の
J
R
奈
良
駅
東
南
方
の
社
長
の
私
有
田
地
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
石
炭
輸
送
の
こ
と
も
あ
り
、

同
駅
の
北
西
の
地
が
え
ら
ば
れ
た
。
そ
こ
に
は
米
浪
酒
造
場
が
あ

っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
休
業
中
で
あ
り
、
貨
物
引
き
込
み
線
も
あ

っ
た

か
ら
で
あ
る
。
用
地
の
買
収
に
あ
た

っ
て
ガ
ス
工
場
が
で
き
る
と
三
町
四
方
の
稲
作
が
不
毛
と
な
る
、
小
川
の
魚
も
死
ん
で
し
ま
う
と
、

近
辺
の
農
民
が
騒
ぎ
は
じ
め
た
。
そ
こ
で
、
奈
良
市
農
会
の
代
表
た
ち
を
名
古
屋
方
面
の
ガ
ス
工
場
に
招
待
し
、
安
心
し
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
も
あ

っ
た
。
い
っ
ぽ
う
、
釜
内
奈
良
駅
長
が
駅
の
拡
張

の
た
め
不
同
意
を
い
い
だ
し
た
。
こ
の
こ
と
で
は
、
将
来
と
も
三
条
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通
り
を
こ
え
て
駅
の
拡
大
は
考
え
ら
れ
な
い
旨
、
駅
長
に
強
談
判
し
た
の

だ
と
、
当
時
会
社
役
員
だ

っ
た
関
信
太
郎
は
そ
の
思
い
出
を
語

っ
て
い

る

(楞
黐

瀬
。
こ
う
し
た
曲
折
が
あ

っ
て
の
ち
、
よ
う
や
く
七
〇
四
坪

(約
二
三
二

〇
平
方
銃
)
の
用
地
が
確
保
で
き
た
の
で
あ

っ
た
。

翌
四
十
四
年

(一X
11)

1
月
十

一
日
に
工
事
を
開
始

(蒲
炉
砠
魄
㎝
畦

)

し
、
本
館
事
務
所
は
三
条
通
り
に
面
し
て
、
工
場
は
水
平
式
ガ

ス
製
造
窯

る

つ

ぼ

(坩
堝
四
本
入
り
と

六
本
入
り
の
二
門
)
と
五
万
立
方
呎

(納
瞳
蛔
か
胚
.)

の
ガ

ス
タ

ン
ク
の
ほ
か

付
属
設
備
を
建
設
し
た
。

ガ
ス
の
供
給
開
始
は
同
年
五
月
二
十
日
の
こ
と
で
、
は
じ
め
四
〇
二
戸

の
需
要
家
を
得
た
の
で
あ

っ
た
。
当
時
は
奈
良

で
も
、
供
給
さ
れ
る
ガ

ス

は
ガ
ス
ラ
ン
プ
と
し
て
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
で
、
炊
事
に
使
わ
れ
る
ま
で

に
は
な
か
な
か
発
展
し
な
か

っ
た
。
は
じ
め
の
こ
ろ
は
ガ

ス
は
爆
発
す
る

も

の
と
思
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
社
員
た
ち
は

一
軒
ず

つ
啓
発
し
て
ま
わ
ら

ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
市
内
に
火
災
が
あ
る
と
、
ガ

ス
の
事
故

で
は
な
い
か
と
、
い

つ
も
ビ
ク
ビ
ク
し
た
と
い
う
。
や
が
て
電
灯
の
普
及

と
と
も
に
ガ
ス
は
炊
事
用
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

表10ガ ス供給状況

本 管 供給管 屋内管 需要家 供給量

㍍ ㍍ h1V 戸 立方㍍

明治44年 12,855 5,463 31,496 1,273 84,479

大正5年 25,173 18,185 58,112 2,220 ...,

大正10年 26,150 23,762 77,334 2,909 1,402,935

大正15年
(昭和元)

34,874 34,844 105,011 4,048 1,775,916

昭和6年 51,759 49,360 127,894 5,511 1,863,780

昭和11年 53,507 47,537 114,057 4,463 1,685,631

昭和14年 53,135 50,374 111,279 4,248 1,885,727

『三十年誌 奈良瓦斯株式会社』から

 

な
ん
と
か
主
人
を
説
得
し
て
ガ
ス
器
を
取
り

つ
け
て
も
、

コ
ン
ロ
の
ネ
ジ
を
あ
け
な
い
で
、
点
火
し
な
い
と
い
っ
て
き
た
り
、
ガ
ス

を
噴
出
さ
せ
て
爆
発
し
た
と
抗
議
が
あ

っ
た
り
、
会
社
は
利
用
者
の
苦
情
に
な
や
ま
さ
れ
た
と
い
う
。
あ
る
い
は
ガ

ス
炊
事
を
嫌

っ
て
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お
手
伝
い
さ
ん
が
暇
を
と
る
の
で
、
ガ

ス
を
や
め
る
と
い
わ
れ
、
連
日
、

お
手
伝
い
さ
ん
の
指
導
に
通

っ
た
社
員
も
あ

っ
た
よ
う
だ

(
『奈
良
回
顧

六
十
年
』

)。

事
業
は

一
応
、
順
調
に
す
す
み
、
翌
四
十
五
年

(大
正
元
年

一九
一二
)

に
は
郡
山

へ
高
圧
輸
送
す
る
こ
と
に
も
な

っ
た
。
折
り
か
ら
大
軌
線

(嬾
近
)

が
三

条

通
り
を
通
過
す
る
と
い
う
の
で
、
地
下
埋
設
管
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

問
題
が
お
こ
っ
た
が
、
さ
い
わ
い
、
大
軌
線
が
北

へ
そ
れ
た
の
で
、
同
年

末

に
は
郡
山
の
五
三
戸
に
供
給
を
は
じ
あ
る
こ
と
が
で
き
た
。
郡
山
開
通

の
祝
賀
に
は
岡
町
連
が

「
ガ
ス
音
頭
」
を
郡
山
公
会
堂
で
踊
る
な
ど
で
祝

っ

て
い
る
。

第

一
次
世
界
大
戦
で
石
炭
な
ど
の
値
段
が
暴
騰
し
、
ガ
ス
料
金
の
値
上

げ

も
相

つ
い
だ
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
炊
事
用
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
都

市

ガ
ス
の
普
及
が
す
す
ん
だ
。

『
三
十
年
誌

奈
良
瓦
斯
株
式
会
社
』
(鰡
肺
鯡
籬
辮
御
)

に
よ
る
と
、
同

社

の
営
業
状
況
は
表
10
、
表
11
の
と
お
り
で
あ
る
。

表11事 業成績状況

収 入 支 出 利 益 配 当

円 円 円 円

明治44年 14,034 10,858 3,176 無 配

大正5年 55,631 38,332 17,300 0.65

大正10年 217,770 178,260 39,510 0.90

大正15年 268,648 210,704 57,944 1.00
(昭和元)

昭和6年 245,273 181,704 63,569 !:1

昭和11年 222,.568 171,458 51,110 0.50

昭和14年 279,402 208,729 70,672 0.60

『三十年誌 奈良瓦斯株式会社』から
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な
お
、
奈
良
ガ
ス
会
社
は
、
大
正
八
年

(一九
一九)
に
別
途
事
業
を
計
画
、
太
陽
電
球
製
造
所

(獄
蹶
市
)
を
買
収
し

て
太
陽
電
気
ガ

ス

工
業
株
式
会
社
を
経
営
す
る
が
、
昭
和
八
年

(一九三三)、
大
日
本
電
業
株
式
会
社
に
売
却
、
昭
和
二
十
年

(
一九
四五)
十
月
、

大
阪
ガ

ス
に

合
併
と
な
る
。


